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ともに、前へ 仙台�
「仙台箪笥の金具職人」
　木目が浮かび上がる木地呂塗りと、豪華な鉄の
飾り金具が特徴の仙台箪笥。熟練した職人の手に
より、一つ一つ丁寧な仕事が行われています。
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■市役所・区役所などの電話番号

■仙台市ホームページ
［パソコン用］ http://www.city.sendai.jp/
［携帯電話用］ http://www.city.sendai.jp/m/
市政情報はFacebookページでもお知らせしています
　　　　　https://www.facebook.com/sendaiprFacebook
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特
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仙台市政だより　28.２. 1

特集①　世界の若き才能が花開く―第６回仙台国際音楽コンクール

仙台市政だより　28.２. 1

世
界
の
若
き
才
能
が
花
開
く

③

　協奏曲を課題曲の中心とするコンクールは世界中に
いくつかありますが、仙台国際音楽コンクールはその
中でトップクラスであると感じています。実直な運営、
若い才能を発掘しようという姿勢が、世界中の若い演
奏家、そして指導者に伝わっているのだと思います。
　今回の課題曲の特徴は、セミファイナルでベートー
ベンのピアノ協奏曲の第３番か第４番のどちらかを選
択し演奏するところ。どちらの曲も聴く度に新しい発
見があり、演奏する人によって解釈が変わってくるの
で、出場者ごとの表現の違いがよく分かると思います。
　審査をするに当たっては、できるだけその出場者の
良いところを見るようにしています。その方のピアニ
ストとしての現在の完成度と、今後どれだけ音楽家と
して伸びていくかの可能性を掛け合わせて審査してい
ます。
　今回のコンクールは、これまでの中でベストと言え
る課題曲となっています。一段と充実した内容で、格
調の高いコンクールを楽しんでいただけるのではない
かと思います。

　第１回仙台国際音楽コンクールで初めて仙台の街を
訪れ、世界中の異なる地域から集まった若い演奏家と
共に競い、お互いに刺激を受け、そして友情を育むこ
とができました。この翌年にパガニーニ国際バイオリ
ンコンクールで優勝することができたのですが、仙台
での優勝が精神的に大きな自信と支えになったと思い
ます。
　コンクールへの出場により、審査委員やホストファ
ミリーなど多くの方と知り合いました。彼らの素晴ら
しいおもてなしのおかげで、私は来仙するたびに故郷
に帰ってきたように感じます。東日本大震災後、復興
コンサートのために来仙した際は、会場で多くの友人
たちに会えて、彼らの心の強さに感動しました。
　このコンクールは、仙台の名前や歴史・文化につい
て世界から注目を集めることができる素晴らしい機会
だと思います。今回、審査委員という立場で招待いた
だいたのは本当に名誉なことです。多くの才能ある若
い演奏家に出会えること、そして彼らが仙台から世界
の舞台へと飛躍することを楽しみにしています。

コ
ン
ク
ー
ル
を
支
え
る
多
く

の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
運
営
で
は
、
第
１
回

か
ら
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

躍
。
今
回
も
約
３
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
、

準
備
の
段
階
か
ら
支
え
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
会
場
運
営
サ
ポ

ー
ト
」「
出
場
者
サ
ポ
ー
ト
」「
広
報
宣

伝
サ
ポ
ー
ト
」「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け

入
れ
」
の
四
つ
の
部
門
で
構
成
。
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
温
か
い
お
も
て

な
し
は
、
出
場

者
や
審
査
委
員

か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
、

コ
ン
ク
ー
ル
の

運
営
を
支
え
る

大
き
な
柱
と
な

っ
て
い
ま
す
。

演奏者の実力を試すのに
最適な課題曲を用意

第１回コンクールでの
優勝が大きな転機に

協
奏
曲
中
心
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
バ

イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
２
部
門
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
大
き

な
特
徴
は
、
課
題
曲
の
中
心
が
協
奏
曲

で
あ
る
こ
と
。
10
歳
代
か
ら
20
歳
代
の

若
い
出
場
者
た
ち
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

の
共
演
を
、
世
界
的
に
活
躍
す
る
音
楽

家
の
方
々
が
厳
正
に
審
査
し
ま
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
予
備
審
査
・
予
選
・

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
構

成
。
書
類
と
動
画
に
よ
る
予
備
審
査
は

１
月
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
２
月
15
日

に
出
場
者
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
21
日
か
ら
始
ま
る
本
審
査
の
予

選
で
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
部
門
は
独
奏
お

よ
び
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
の
共
演
、

ピ
ア
ノ
部
門
は
独
奏
で
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
予
選
を
通
過
し
た
出
場
者
は
、
セ
ミ

フ
ァ
イ
ナ
ル
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
へ
と
進
み
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
）
と
共
演
し
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ル
の
翌
日
に
は
、
１
位
か

ら
３
位
の
入
賞
者
に
よ
る
ガ
ラ
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
華
や

か
に
締
め
く
く
り
ま
す
。

世
界
的
な
知
名
度
も
上
昇

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
31
の
国

と
地
域
か
ら
、
全
体
で
３
７
０
人
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と

に
応
募
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
世

界
的
な
知
名
度
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
震
災
以
降
２
度
目
の
開
催
と
な
る
今

回
の
コ
ン
ク
ー
ル
。
復
興
が
進
む
仙

台
・
東
北
の
姿
を
国
内
外
に
発
信
す
る

機
会
と
す
る
と
と
も
に
、
世
界
中
か
ら

集
ま
る
若
い
音
楽
家
た
ち
の
競
演
を
共

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※いずれも●会場 ‖日立システムズホール仙台　●チケットは、日立システムズ
ホール仙台、イズミティ21、仙台三越、ローソンチケット、チケットぴあで発売チケットは２月12日㈮発売

◆仙台国際音楽コンクール
バイオリン部門 ピアノ部門 座席 料金

予選
5/21㈯ 12:30～ 6/11㈯ 10:00～ 全席自由

（日付指定） 1,000円5/22㈰ 12:30～ 6/12㈰ 10:00～
5/23㈪ 10:00～ 6/13㈪ 10:00～

セミファイナル
5/27㈮ 18:00～ 6/17㈮ 18:00～

全席指定 S席3,000円
A席2,000円5/28㈯ 14:00～ 6/18㈯ 14:00～

5/29㈰ 14:00～ 6/19㈰ 14:00～

ファイナル
6/2㈭ 18:30～ 6/23㈭ 18:30～

全席指定 S席3,000円
A席2,000円6/3㈮ 18:30～ 6/24㈮ 18:30～

6/4㈯ 15:00～ 6/25㈯ 15:00～
入賞者記念
ガラコンサート 6/5㈰ 14:00～ 6/26㈰ 14:00～ 全席指定 S席4,000円

A席3,000円

―
第
６
回
仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
13
年
に
創
設
し
、
３
年
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
審
査
の
レ
ベ
ル
は
高
ま
り
、
世
界
中
の
音
楽
関
係
者
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
第
６
回
コ
ン
ク
ー
ル
は
５
月
21
日
に
開
幕
。「
楽が

く

都と

仙
台
」
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
若
い
演
奏
家
た
ち
の
熱
演
に
、
会
場
で
温
か
い
拍
手
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
期
間
中
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
交
流
サ
ロ
ン

に
公
募
で
集
め
た
写
真
を
展
示
し
、
来

場
者
が
投
票
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い

ま
す
。

●
テ
ー
マ

∥

仙
台
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

申
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
の
へ
や
、

区
役
所
総
合
案
内
な
ど
で
配
布
す
る
応

募
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://sim

c.jp/

か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
）
に
写

真
を
添
え
て
４
月
11
日
ま
で
に

「
せ
ん
だ
い
街
か
ど
ス
ナ
ッ
プ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
募
集

コンクールのスケジュール

ピアノ部門審査委員長
野島稔さん

バイオリン部門審査委員・第１
回仙台国際音楽コンクール優勝
ホァン・モンラさん

◆関連事業「審査委員によるマスタークラス」

日時 料金

バイオリン
部門

5/30㈪ 13:00～
20:10

聴講券
（日付指定）

一般
1,000円、
学生
500円

5/31㈫ 13:00～
20:10

ピアノ
部門

6/20㈪ 11:00～
20:40

6/21㈫ 13:00～
20:10

　全国から公募で選ばれた受講生に対する公開レッ
スンを聴講できます。世界の第一線で活躍する演奏
家によるレッスンを、ぜひご覧ください。

１月中　　書類・動画による予備審査

２月15日　出場者発表（各部門36人程度）

バイオリン部門
（応募者数100人）

５月21日～23日

（おおむね36人）

（12人）

（６人）

５月27日～29日

６月２日～４日

予選

セミファイナル

ファイナル

６月５日

入賞者記念
ガラコンサート

ピアノ部門
（応募者数270人）

６月11日～13日

６月17日～19日

６月23日～25日

予選

セミファイナル

６月26日

入賞者記念
ガラコンサート

ファイナル

●会場 ∥日立システムズホール仙台

こ
の
特
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
コ
ン
ク
ー
ル

推
進
課
☎
727
・
1
8
7
2

前回バイオリン部門で優勝したリチャード・リンさん（右下）と
ピアノ部門で優勝したソヌ・イェゴンさん（左下）

（おおむね36人）

（12人）

（６人）
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特集②　「仙台市政策重点化方針2020」を策定しました

仙台市政だより　28.２. 1 仙台市政だより　28.２. 1

震
災
復
興
と
時
代
の
情
勢
を

踏
ま
え
て
方
針
を
策
定

　
平
成
23
年
３
月
に
策
定
し
た
「
仙
台

市
基
本
計
画（
平
成
23
〜
32
年
度
）」が
、

中
間
と
な
る
策
定
後
5
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
11
月
に
策
定
し
た

「
仙
台
市
震
災
復
興
計
画
」
が
本
年
度

末
で
終
了
し
ま
す
が
、
今
後
も
被
災
さ

れ
た
方
々
の
生
活
再
建
を
は
じ
め
、
残

さ
れ
た
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
震
災
の
経
験

と
教
訓
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、「
仙
台
市
震
災
復
興
計
画
」

の
理
念
を
発
展
的
に
継
承
し
な
が
ら
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
地
下
鉄
東
西

線
の
開
業
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
状

況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後
5
年
間
、

本
市
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
政
策

の
方
針
を
ま
と
め
た
「
仙
台
市
政
策
重

点
化
方
針
２
０
２
０
」
を
策
定
し
ま
し

た
。重

要
な
施
策
を
加
速
度
的
に

推
進

　
こ
の
方
針
で
は
、
三
つ
の
政
策
重
点

化
方
針
と
、
八
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
定
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
方

針
に
基
づ
き
、
仙
台
市
が
目
指
す
理
想

の
都
市
像
「
ひ
と
が
輝
く
杜
の
都
・
仙

台
」
の
実
現
に
向
け
て
、
重
要
な
政
策

を
加
速
度
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

4 まちに賑
にぎ

わいをもたらす新時代の交流促進
　国内・海外からの誘客拡大に向け、東北全体との連携に
よる広域観光の推進やコンベンション誘致を進めるととも
に、交流人口拡大の芽となる人材交流を促進します。
●国内外からの誘客、広域観光の推進
●2020東京オリンピック・パラリン
　ピック開催機会を捉えた交流促進
●国内外の人材交流の促進
●国内トップクラスのコンベンション
　都市の推進
●来訪者が利用しやすい交通面での受
　け入れ環境整備

7 多様な暮らしを支える生活環境づくり
　被災された方々の生活再建を最優先の課題とし
つつ、市民が生涯を通じて質の高い生活を送れる
よう、健康寿命の延伸につながるまちづくりや安
全・快適な生活環境の整備を進めます。
●被災された方々一人ひとりの生活再建
●生涯を通じて健康に暮らせるまちづくり
●安全で安心して暮らせるまちづくり
●多様な居住ニーズに合った住環境の維持・創出
●快適な都市住環境づくりに向けた交通手段の有機的な
　連携推進
●既存ストック（空き地・公共空間等）の活用や再生

8 地下鉄沿線を舞台とした活力を創出するまちづ
くり
　文化・芸術・スポーツのほか、学びや発見にあふれる楽
しいまちとしての魅力創造に向けた取り組みを進めます。
また、交通手段や空き店舗等の既存資源を有効活用し、利
便性と快適性の高い市街地の再構築を進めます。
●東西線沿線まちづくりの推進
●地下鉄によるまちの魅力、楽しさの創造
●地下鉄をはじめとする交通手段の十分な活用
●歩きたくなる都心の形成

英語ボランティアによる案内
（第３回国連防災世界会議）

「仙台市政策重点化方針2020」を
策定しました

1 防災環境都市づくり

●防災環境「まち」づくり
●防災環境「ひと」づくり
●震災の経験と教訓の発信、
　世界を視野に入れたブラ
　ンディングと東北全体の
　復興

　東日本大震災の経験と教訓を踏まえ、将来の災害や
気候変動の脅威にも対応できる都市を目指し、防災や
環境にも配慮しながら、安全・安心で快適性の高いま
ちづくりを進めます。

2 東部被災地域の総合的復興

●津波防災・減災対策の確実な実施
●津波浸水区域の住宅再建支援推進
●新たな土地利用の推進
●新時代の農業への転換に向けた拠
　点地域づくり
●海岸公園の整備推進
●東部地域のみどりの再生

　東部被災地域では、津波に対する防災・減災対策
を継続するとともに、住宅再建や収益性の高い農業
への転換に向けた拠点づくり、海や自然と触れ合え
る魅力的な交流ゾーンの再生などを進めます。

5 まちの活力の源泉となる人材の定着・確保
推進
　専門的な知識や技術を習得した若者の仙台・東北へ
の定着を促進するとともに、東京圏居住者の仙台での
就職を促進します。
●学生・若者の仙台への定着促進
●若手起業家等育成による定着促進
●地元大学等と連携した学生に対する地元企業の魅力発信
●東京圏からのUIJターン（※）促進
●学生・若者をひきつける企業の育成・誘致推進

6 未来につなぐ子どもを育む環境づくり
　幼児期から社会人まで切れ目のない教育を推進す
るとともに、いじめ撲滅に向けた施策を推進します。
また、安心して子育てできる環境づくりや子育て世
代にとって魅力ある地域づくりを進めます。
●幼児期からはじまる切れ
　目のない教育の推進
●いじめ撲滅に向けた施策
　の総合的な推進
●安全・安心な子育て環境・
　サービスの充実
●仕事と子育てを両立しや
　すい社会づくり

８つの戦略プロジェクト２

復興が進む東部沿岸地域
震災を後世に伝える「せんだい
3.11メモリアル交流館」（荒井駅）

健
康
管
理
の
た
め
の

「

シ
ニ
ア
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
運
動
教
室」

国際センター駅（左）と青葉通一番町駅周辺のイベント

※詳しくは市役所本庁舎１階市政情報センター、宮城野区・若林区・太白区情報センター、区役所総合案内、総合
支所または市ホームページhttp://www.city.sendai.jp/shisei/1219461_1984.htmlでご覧いただけます
この特集に関するお問い合わせは政策企画課☎214･1245

1 ３つの政策重点化方針

※UIJターン：次の３つの人口還流現象の総称
①地方から大都市圏へ移住後、地方へ戻る（Uターン）
②大都市圏から地方へ移住（Iターン）
③地方から大都市圏へ移住後、中規模な都市へ移住（Jターン）

　将来の人口減少を見据えて、中小企
業の活性化や起業の促進等により、安
定した雇用の創出と人材の確保・定着
を図ります。また、若い世代が子ども
を産み育てることができる環境づくり
や、ライフスタイルに応じた住環境の
維持・創出を進め、暮らしやすい都市
としての魅力を創出します。

　大震災の教訓を生かし、災害に
強いインフラ等の都市基盤の整備
や、豊かな自然を生かした防災、
エネルギー自律型の都市づくりを
進めます。また、市民と事業者、
行政の協働により自助・共助を担
う地域づくりを進め、震災の教訓
の継承と学びを通じて「防災文化」
を育み、「防災環境都市」として
のブランドの確立を図ります。

　東西線開業を契機とした人とまち
の躍動や、仙台空港民営化など世界
も視野に入れた広域交流の活性化を
見据え、骨格交通体系の十分な活用
を進めます。また、民間主導の取り
組みへの支援等を行い、人と人が出
会い、都市の楽しさが創造されるま
ちづくりを進めます。

※イノベーション：新たな仕組みの導入
等により、新しい価値を創造すること

　この方針に基づく取り組みを推進するため、多様な地域主体が力を発揮、連携できる環境づくりや、市役所の局・区
連携などにより、総合的な都市経営を展開します。

3 東西線開業を契機
とした都市の楽しさを
創造するまちづくり

1 防災と環境を基軸
とした未来を創るまち
づくり

2 社会のイノベーショ
ン（※）を生み人口減少
に挑むまちづくり

子育て応援施策を総合的に推進

3 地域の成長を牽
けん

引する企業・産業の創出
　起業・創業の促進と中小企業の育成を図り、新
技術の開発等による国内外の市場開拓など成長産
業を創出し、地域経済の持続的成長を目指します。
●中小企業活性化の推進
●起業を生む社会システムの構築
●多様な分野の産学連携推進
●近未来技術の実証による新たな
　イノベーションの推進
●農食ビジネス推進による強い農
　業の実現

起業を志す人同士の交流起業を志す人同士の交流
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仙台市納税
キャラクター
おサメさん

　所得税・復興特別所得税・贈与税は３月15日㈫、消費税・地方消費税は３月31日㈭が
確定申告期限です。申告期限間近になると大変混雑します。申告書は国税庁ホームペー
ジの申告書等作成コーナーを利用するなど、ご自分で作成してお早めにご提出ください。

税のお知らせ

所得税の確定申告が必要な方
◎給与所得者の場合
●給与の収入金額が2,000万円を超える方
●給与を１カ所から受けていて、給与・退職所得以外の
所得金額が20万円を超える方
●給与を２カ所以上から受けていて、年末調整をされ
なかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与所得、
退職所得を除く）の合計額が20万円を超える方
◎給与所得者以外の場合
事業をしている方や不動産収入がある方、土地・建物や
株式等を売った方などで一定の要件に当てはまる方
公的年金等受給者の方
　公的年金等収入が400万円以下で、かつ、公的年金等
に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である方は、
所得税の確定申告が不要となります。ただし、この場合
であっても所得税の還付申告をすることができます。
　なお、所得税の確定申告が不要の場合でも、住民税の
申告が必要な場合があります。詳しくは、「市県民税の
申告が必要な方」（６ページ）をご覧いただくか、市民
税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・若林区・
太白区】☎214･8638にお問い合わせください。
給与所得者の還付申告
　給与所得者の方で次に該当する方は、確定申告をする
ことにより、源泉徴収された所得税が還付される場合が
あります。
●多額の医療費を支払った方
●住宅ローンによりマイホームの取得や増改築などをし
た方
●年の途中で退職し、再就職していない方

●午後３時以降は、各会場が大変混雑する傾向にあるた
め、状況により受け付けを早めに終了する場合がありま
す
●各会場の駐車可能台数は限りがあります。公共交通機
関をご利用ください

確定申告書作成会場を開設します
開設日時 会場 対象

2/8㈪～
3/15㈫※

9:00～
16:00

アズテックミュージアム
（太白区中田町杉ノ下18）

仙台北・仙台中・仙
台南税務署管内の方

2/16㈫～
3/15㈫※

9:00～
17:00

仙台北税務署
（青葉区上杉1-1-1）

仙台北税務署管内の
方

仙台中税務署
（若林区卸町3-8-5）

仙台中税務署管内の
方

※土・日曜日、祝日を除く。ただし、２月21日㈰・28日㈰は
開設します

所得税確定申告書の次の欄は市県民税の計算に必要
です。忘れずに記載をお願いします
◎「住民税に関する事項」欄
特に16歳未満の扶養親族を有する場合の扶養親族氏名、
配当割額控除額と株式等譲渡所得割額控除額、寄附金税
額控除に関する事項等
◎住宅ローン控除を受ける方の「特例適用条文等」欄
居住開始年月日等の必要事項

平成28年度から適用される市県民税の主な税制改正

問市民税企画課☎214･8042

◆寄附金税額控除（ふるさと納税）の特例控除額の限度
額の拡充について
　平成28年度課税分から、市県民税における寄附金税
額控除の特例控除額※の限度額は、市県民税所得割額の
２割に拡充（従来は１割）されます（平成27年１月１日
以降の地方団体への寄附から対象となります）。
※特例控除額は、市県民税における寄附金税額控除の対
象となる寄附金のうち、地方団体に対する寄附金につい
て加算されます

住宅ローン控除は確定申告または
年末調整に基づいて適用されます

　平成13年から18年までの間および平成21年から31
年６月までの間に入居し、所得税の住宅ローン控除を受
けている方で、所得税から引ききれなかった控除額があ
る場合は、税務署への確定申告または勤務先での年末調
整の内容に基づいて、引ききれなかった分が翌年度の市
県民税（所得割）から控除されます（限度額があります）。

問市民税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・
若林区・太白区】☎214･8638

　平成27年度分の市税の納め忘れはありませんか。円
滑な市政運営のため、市税納付にご協力をお願いします。
納付が難しい場合は早急にご相談ください。

市税の納め忘れはありませんか
問北徴収課【青葉区・泉区】☎214･5027、南徴収課【宮
城野区・若林区・太白区】☎214･8154

問仙台北税務署☎222･8121、仙台中税務署☎783･7831、仙台南税務署☎306･8001
所得税の確定申告

■三輪・四輪の軽自動車の軽課の導入
　平成27年４月１日から平成28年３月31日までに初め
て車両番号の指定を受けた四輪の軽自動車等（新車に限
る）で、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の
小さいものは、新規取得された日の属する年度の翌年度

（平成28年度）分の１年間に限り、税率が軽減（軽課）
されます。

車種

税率
① ② ③

電気軽自
動車・天然
ガス軽自
動車（平成
21年排出
ガス10％
低減）

乗用：★★★★か
つ平成32年度燃費
基準＋20％達成車/
貨物用：★★★★
かつ平成27年度
燃費基準＋35％

達成車

乗用：★★★★か
つ平成32年度燃
費基準達成車/

貨物用：★★★★
かつ平成27年度
燃費基準＋15％

達成車
三輪（660cc以下） 1,000円 2,000円 3,000円
四輪乗用

(660cc以下)
営業用 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 2,700円 5,400円 8,100円

四輪貨物用
(660cc以下)

営業用 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 1,300円 2,500円 3,800円

※★★★★∥平成17年排出ガス基準75％低減
●各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記
載されています　●②③については、ガソリンを内燃機
関の燃料とする軽自動車に限ります

■原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車等　
車種 税率

原動機付自転車

50cc以下 2,000円
50cc超90cc以下 2,000円
90cc超125cc以下 2,400円
ミニカー 3,700円

軽二輪車（125cc超250cc以下） 3,600円
二輪の小型自動車（250cc超） 6,000円

小型特殊自動車 農耕作業用 2,400円
その他 5,900円

専ら雪上を走行するもの 3,600円

車種 税率
三輪（660cc以下） 4,600円

四輪乗用
(660cc以下)

営業用 8,200円
自家用 12,900円

四輪貨物用
(660cc以下)

営業用 4,500円
自家用 6,000円

■三輪・四輪の軽自動車（経年車）の重課の導入
　軽自動車のグリーン化を進める観点から、初めて車両
番号の指定を受けた年月から13年を経過した経年車に対
して、税率をおおむね20％上乗せする重課を実施します。

●一部対象から除かれる車両もあります。詳しくはお問
い合わせください

●仙台中税務署周辺では、下水道工事に伴う車両規制中
です。道路の混雑が予想されるため、お早めにお越しく
ださい
■所得金額や税額の計算の仕方など、確定申告に関して
ご不明な点は、最寄りの税務署に電話でお問い合わせく
ださい。音声案内により確定申告電話相談センターにお
つなぎします
■国税庁ホームページhttp://www.nta.go.jp/の「確
定申告書等作成コーナー」で申告書の作成ができます。
作成した申告書は「電子申告（e

イータックス
-Tax）」で提出できる

ほか、印刷して書面での提出もできます
■「e-Tax」を利用する際は、電子証明書の取得など事前
準備が必要です。詳しくは「e-Tax」ホームページhttp:
//www.e-tax.nta.go.jp/をご覧ください

平成28年度から軽自動車税の
税率が変わります

問市民税企画課☎214･8625

問資産課税課☎214･8619

償却資産（固定資産税）の
申告はお済みですか

　市内に償却資産（事業用資産）をお持ちで、まだ申告
がお済みでない方は、平成28年１月１日現在の資産の
明細を記入した申告書を至急提出してください。

市県民税の申告が必要な方
　平成28年１月１日現在、仙台市にお住まいで、下記
「市県民税の申告が不要な方」に該当しない方（平成27
年中に所得がなかった方も申告が必要です。申告しない
場合は非課税証明書等を発行できないことがありますの
で、ご注意ください）

申告に必要なもの
①印鑑
②源泉徴収票、収支内訳書、その他収入および必要経費を証明す
　る書類（領収書、帳簿等）
③所得控除の対象となる医療費・国民健康保険料・後期高齢者医 
　療保険料・国民年金保険料・介護保険料・寄附金などの領収書、
　小規模企業共済等掛金・生命保険料・地震保険料などの控除証明書
④配偶者特別控除を受ける方は、配偶者の所得が明らかになるもの
⑤障害者控除を受ける方は、身体障害者手帳等、障害者控除対象
　者認定書（障害者控除対象者認定書の交付は、区役所障害高齢
　課で申請が必要になります）

市県民税申告会場
受付期間∥２月16日㈫～３月15日㈫（閉庁日を除く）

会場 受付時間
●市役所上杉分庁舎２階会議室（青葉区役所北隣）
●宮城野区役所６階ホール
●若林区役所６階ホール
●太白区役所５階ホール
●泉区役所東庁舎５階大会議室

 9:00～11:30、
13:00～16:00

●宮城総合支所３階会議室
●秋保総合支所２階大会議室

 9:30～11:30、
13:00～16:00

　市ホームページ「市県民税税額試算・申告書作成コーナー」
http://www.tax-asp.e-civion.net/tax-project/tax/senda
i_top.htmlで市県民税の税額の試算や申告書の作成ができます。
ぜひご利用ください。

問市民税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・
若林区・太白区】☎214･8638

市県民税の申告

年金受給者で公的年金等収入が400万円以下で、か
つ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20
万円以下の方について
　所得税の確定申告は不要ですが、公的年金等以外
の所得がある場合や医療費控除、社会保険料控除（国
民健康保険料や介護保険料で、銀行窓口等や口座振
替によりご自身で支払った分があるとき）などの控
除を受ける場合には、市県民税の申告が必要です。

市県民税の申告が不要な方
●所得税の確定申告をする方およびその扶養親族の方
●給与所得のみの方で、事業主（勤務先）から仙台市に給
与支払報告書が提出されている方およびその扶養親族の方
●公的年金等の所得のみの方で、源泉徴収票に記載され
ている控除以外に追加する控除がない方

●会場の混雑状況によっては、午前・午後の受付終了時
間を早める場合があります
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二
十
歳
の
門
出
を
祝
福

―
成
人
式
開
催

誓いの言葉を述べる新成人代表

市政
トピックス

安
全
・
安
心
へ
の
決
意
を
新
た
に
　
　

　
　
　
―
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た

　
復
興
へ
駆
け
る

仙
台
市
長
　
奥
山
恵
美
子

　
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
カ
月
少
々
で

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
お
お
む
ね
順

調
な
復
興
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
は
被
災
さ
れ
た
方
々
の
ご
努

力
や
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
類

い
ま
れ
な
公
共
心
の
発
露
が
あ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
を
支
え
る
基
幹
団
体
で
あ
る

町
内
会
に
は
、
避
難
所
の
開
設
・
運

営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、
商

店
や
企
業
の
皆
さ
ん
に
は
、
食
料
・

燃
料
な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
作
業
道
の
確
保
や
が
れ
き
の
処

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
プ
ロ
の

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

業
界
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
皆
さ
ん
は
、

人
や
物
資
の
支
援
の
受
け
入
れ
窓
口

と
な
り
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
の
つ
な
ぎ

役
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
に

お
け
る
支
援
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
、
仙
台
の
「
受
援

力
」
の
幅
広
さ
は
、
復
興
に
大
き
な

意
味
を
持
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
学が
く

都と

仙
台
」
の
名
に
恥
じ
ぬ
大
学
生
の

活
躍
も
見
事
。
各
大
学
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
学
生

の
熱
意
の
組
織
化
、
情
報
の
発
信
等

に
注
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
震
災
に
特
化
し
た
諸
活
動

は
落
ち
着
い
て
い
ま
す
が
、
仙
台
に

は
ま
だ
多
く
の
課
題
や
果
た
し
た
い

夢
が
あ
り
ま
す
。
震
災
の
経
験
や
教

訓
を
生
か
し
た
防
災
・
減
災
の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
。
杜
の
都
を

彩
る
公
園
、
河
川
等
の
緑
を
維
持
し
、

緑
を
も
っ
と
楽
し
む
こ
と
。
震
災
以

降
高
止
ま
り
し
て
い
る
ご
み
処
理
量

を
減
ら
す
こ
と
。
高
齢
者
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、
見
守
り
と
支
え
の
あ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
等
々
。

　
仙
台
市
で
は
、
昨
年
７
月
の
「
仙

台
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
の
施
行
を
受
け
、

本
年
１
月
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
方

が
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
の
下
、
活
動

を
展
開
し
て
い
け
ば
よ
い
か
な
ど
を

示
す
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
立
場
や
役
割
、
持
て
る
力
が
違
う

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
が
一
つ
に
な
っ

た
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
枠
を
超
え
た

パ
ワ
ー
や
発
想
が
あ
ふ
れ
出
る
、
そ

ん
な
市
民
協
働
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

を
目
指
し
て
、
１
０
８
万
市
民
こ
ぞ

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
1
月
10
日
、
仙
台
市
体
育
館
で
成
人

式
が
行
わ
れ
、
華
や
か
な
晴
れ
着
を
身

に
ま
と
っ
た
新
成
人
た
ち
が
、
大
人
と

し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
平
成

7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方
で
、
本
市
の
新
成
人
は
、

昨
年
よ
り
３
７
０
人
少
な
い
１
万
９
２

７
人
で
す
。

　
第
１
部
の
式
典
で
は
、
奥
山
市
長
が

「
皆
さ
ん
が
持
つ
社
会
で
の
役
割
や
可

能
性
を
し
っ
か
り
と
伸
ば
し
て
い
た
だ

き
、
今
日
を
節
目
と
し
て
こ
れ
か
ら
の

長
い
人
生
が
晴
れ
や
か
で
希
望
に
満
ち

た
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
成
人
を
代
表
し
て
、
青
木
日ひ
よ
り和
さ
ん

と
荒
川
優ゆ
う
斗と

さ
ん
が
「
自
分
た
ち
が
ふ

る
さ
と
発
展
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
を

自
覚
し
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
今
ま
で
以
上
に
輝
く

仙
台
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
、

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
第
２
部
「
交
流
の

広
場
」
で
は
、
新
成
人
の
運
営
ス
タ
ッ

フ
が
企
画
し
た
、
小･

中･

高
等
学
校

の
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
す

る
コ
ー
ナ
ー
、
新
成
人
が
生
ま
れ
て
か

ら
20
年
間
の
出
来
事
を
振
り
返
る
パ
ネ

ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

新
成
人
た
ち
は
記
念
の
１
日
を
思
い
思

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

市政
トピックス

市
障
害
者
施
策
推
進
協

議
会
か
ら
答
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た

伝統階子乗りの披露。技が決まると、
会場から大きな拍手が沸き起こりま
した

市政
トピックス

農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
再

整
備
事
業
の
基
本
協
定

を
締
結

　
市
で
は
現
在
、
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例

の
制
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
12
月
28
日
、
仙
台
市
障
害
者
施
策
推

進
協
議
会
の
阿
部
一
彦
会
長
よ
り
市
長

に
対
し
、｢

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
す
べ

て
の
市
民
が
障
害
に
つ
い
て
の
知
識
お

よ
び
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る｣

な

ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
、
条
例
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。　

阿部会長（左）から奥山市長に答
申書が手渡されました

復
興
の
力
を
市
民
協
働
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

　
1
月
６
日
、
勾
当
台
公
園
市
民
広
場

と
市
役
所
本
庁
舎
前
で
、
新
春
恒
例
の

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に

は
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
の
方
な
ど
約
１
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
奥
山
市
長
は
「
間
も
な
く
震

災
か
ら
５
年
。
防
災
分
野
で
世
界
の
模

範
に
な
る
よ
う
防
災
力
の
向
上
に
努
め

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
技
や
市
内
七
つ

の
消
防
団
に
よ
る
伝
統
階は
し

子ご

乗
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
高
さ
7
・
２
メ
ー
ト
ル

の
階
子
の
上
で
妙
技
が
披
露
さ
れ
、
多

く
の
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
特
別
機
動
救
助
隊
等
の

訓
練
や
消
防
車
等
に
よ
る
一
斉
放
水
が

披
露
さ
れ
、
防
火･

防
災
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

◎
平
成
27
年
は
、
火
災
件
数
は
減
少･

救
急
出
場
件
数
は
増
加

　
消
防
局
が
ま
と
め
た
平
成
27
年
火

災
・
救
急
概
況
（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、

火
災
件
数
は
前
年
比
40
件
減
の
２
９
４

件
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
前
年
よ
り
９

人
減
の
８
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
火
原
因
は
放
火
（
疑
い
を
含
む
）

が
62
件
で
最
も
多
く
、
以
下
た
ば
こ
を

原
因
と
す
る
出
火
が
42
件
、
こ
ん
ろ
か

ら
の
出
火
が
40
件
で
し
た
。　

　
一
方
、
救
急
出
場
件
数
は
８
８
１
件

増
の
４
万
８
０
６
５
件
、
搬
送
人
数
は

５
５
８
人
増
の
４
万
１
３
７
１
人
で
し

た
。

仙
台
市
い
じ
め
防
止

｢

き
ず
な｣

サ
ミ
ッ
ト

を
開
催

　
12
月
24
日
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
う
、
い
じ
め
防
止｢

き
ず
な｣

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
の
は
、
市
内
の
中
学
生
、
教
員
お

よ
び
保
護
者
約
２
４
０
人
。｢

傍
観
者

を
乗
り
越
え
る
心
―
命
の
大
切
さ
か
ら

考
え
る｣

を
テ
ー
マ
に
、
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
い
じ
め
の
現
状
や

防
止
策
な
ど
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
参
加
し
た
生
徒
か
ら｢

被

害
者
の
痛
み
に
気
付
き
、
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
大
切｣

な
ど
の
発
表
が
あ
り
、

参
加
者
は
い
じ
め
防
止
の
た
め
に
自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

市政
トピックス

「
教
育
の
振
興
に
関
す

る
施
策
の
大
綱
」
を
策

定
し
ま
し
た

市政
トピックス

　
教
育
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施

策
に
つ
い
て
、
そ
の
目
標
や
基
本
方
針

を
定
め
る｢

教
育
の
振
興
に
関
す
る
施

策
の
大
綱｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
綱
に
は
、｢

い
じ
め
撲
滅
に
向

け
た
施
策
の
総
合
的
な
推
進｣

や｢

地

域
と
連
携
し
た
家
庭
の
教
育
力
向
上
の

支
援｣

な
ど
が
教
育
施
策
の
基
本
方
針

と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 「いじめを止める勇気を持

つことが大切」など、活発
な意見交換が行われました
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２
区
画
〔
抽
選
〕　
◦
面
積‖

49
・

48
平
方
メ
ー
ト
ル
～
81
・
70
平
方
メ

ー
ト
ル　
◦
価
格‖

１
７
８
万
１
２

８
０
円
～
２
１
２
万
４
２
０
０
円　

◦
用
途
地
域‖

第
二
種
住
居
地
域　

◦
申
込
受
付
日
時‖

２
月
10
日
㈬
～

19
日
㈮
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

◦
受
付
会
場‖

荒
井
開
発
事
務
所　

◦
詳
し
く
は
荒
井
開
発
事
務
所
、
区

役
所
総
合
案
内
な
ど
で
配
布
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い　
問

荒
井
開
発
事
務
所
☎
287
･
0
7
1
1

道
路
占
用
料
を
改
定
し
ま
す    

　
市
が
管
理
す
る
道
路
に
許
可
を
受

け
て
設
置
す
る
突
出
看
板
な
ど
の
道

路
占
用
料
を
４
月
１
日
か
ら
改
定
し

ま
す
。
単
価
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
道
路
管
理
課
☎
214
・
8
3
6
9

せ
ん
だ
い
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル

交
流
館
が
全
館
開
館
し
ま
す

　
既
に
１
階
部
分
が
開
館
し
て
い
る

東
西
線
荒
井
駅
舎
内
の
「
せ
ん
だ
い

３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館
」
の
2

階
部
分
が
完
成
し
、
震
災
の
記
憶
・

経
験
を
未
来
や
世
界
へ
伝
え
て
い
く

拠
点
と
し
て
、
２
月
13
日
㈯
に
全
館

開
館
し
ま
す
。
1
階
に
は
交
流
ス
ペ

ー
ス
、
2
階
に
は
展
示
室
、
市
民
活

動
に
利
用
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
（
会
議

室
）
が
あ
り
、
屋
上
は
休
憩
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
２
月

10
日
に
開
会
予
定
で
す

　
本
会
議
の
模
様
を
市
役
所
本
庁
舎

1
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所
・
総
合

支
所
で
テ
レ
ビ
中
継
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジht

tp://w
w
w
.gikai.city.sendai.

jp/

で
は
会
期
日
程
の
詳
細
を
掲
載

す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ

ブ
中
継
を
実
施
。
平
成
26
年
第
１
回

定
例
会
以
降
の
本
会
議
、
予
算
・
決

算
等
審
査
特
別
委
員
会
等
の
録
画
中

継
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
調
査
課
☎
214
・
６
１

６
９

平
成
27
年
台
風
第
18
号
等
に
よ

る
大
雨
に
係
る
各
種
支
援
の
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す

◦
そ
の
他
の
各
種
支
援
に
つ
い
て
も
、

お
早
め
に
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い　
問
①
②
区
役
所
・
宮
城
総

合
支
所
保
険
年
金
課
、
秋
保
総
合
支

所
保
健
福
祉
課
③
区
役
所
家
庭
健
康

課あ
ら
い
の
宅
地
分
譲　
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新
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分
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ
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□注意事項

□申込時の必要事項

□電話番号案内

□仙台市ホームページ
http://www.city.sendai.jp/
   仙台市携帯電話用ホームページ
http://www.city.sendai.jp/m/

仙台市役所
青葉区役所
宮城野区役所
若林区役所
太白区役所
泉区役所
宮城総合支所
秋保総合支所

261・1111（代）
225・7211（代）
291・2111（代）
282・1111（代）
247・1111（代）
372・3111（代）
392・2111（代）
399・2111（代）

右記の項目を（往復はがきには
返信先も）記入してください。
特に記載のないものは、はがき
１枚につき１人、締切日消印有効。 申申し込み 問問い合わせ 申・問申し込み・問い合わせ

〔先着〕先着順  〔抽選〕申し込み多数のときは抽選

□お知らせの見方

お 知 ら せ

●催しは、2月6日からの内容を掲載しています
●料金の記載のないものは無料（入館料が必要な施設あり）
●休館日等は事前にご確認ください
●来庁 ・ 来場の際は公共交通機関をご利用ください
●未掲載のファクス番号は、広報課FAX211・1921、
　☎214 ・1150へお問い合わせください
●市役所への郵便は郵便番号（〒980-8671）と課名のみ
　で届きます

○申し込む内容
　（講座名等）
○〒住所
○氏名（フリガナ）
○電話・
　ファクス番号
○その他必要事項

　 仙台市広報課Facebookページ
httpｓ://www.facebook.com/sendaipr

□

□

お知らせの見方、区役所電話番号等は10ページ参照。はがき等での申し込みは記載のないものは1枚に1人・締切日消印有効。

◦
開
館
時
間‖

午
前
10
時
半
～
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
は
午

前
10
時
か
ら
）　
◦
休
館
日‖

月
曜

日
、
祝
休
日
の
翌
日
、
年
末
年
始　

問
防
災
環
境
都
市
推
進
室
☎
214
・
１

１
１
７

入
学
援
助
金
を
支
給
し
ま
す　

 

◦
対
象‖

4
月
に
小
･
中
学
校
に
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
の
い
る
低
所
得

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
①

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
②
本
年
度

中
に
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

さ
れ
た
③
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
④
同
居
し
て
い
る
世
帯
全
員

（
単
身
赴
任
の
保
護
者
を
含
む
）
の

年
収
が
一
定
額
以
下
で
あ
る　
◦
支

給
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す　
◦
支
給

額‖

児
童
・
生
徒
１
人
に
つ
き
小
学

校
２
万
２
千
円
、
中
学
校
２
万
７
千

円　
申
該
当
を
証
明
す
る
書
類
と
同

居
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
等
を
持

参
で
３
月
1
日
か
ら
8
月
1
日
ま
で

に
お
住
ま
い
の
区
の
区
役
所
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
管
理
課

緑
化
助
成
の
申
請
は
２
月
29
日

ま
で
に

　
本
年
度
の
緑
化
助
成
事
業
の
申
請

受
け
付
け
は
２
月
29
日
で
締
め
切
り

ま
す
。
な
お
、
新
年
度
の
申
請
受
け

付
け
は
４
月
１
日
か
ら
の
予
定
で
す
。

◦
対
象
事
業‖

①
生
垣
づ
く
り
助
成

事
業
②
建
築
物
緑
化
助
成
事
業
③
緑

化
木
植
栽
助
成
事
業
④
街
か
ど
緑
化

助
成
事
業　
◦
申
請
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

 

問
①
区
役
所
街
並
み
形
成
課
②
③
④

百
年
の
杜
推
進
課
☎
214
・
８
３
８
９

記
念
樹
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　
　
　

 

　
誕
生
や
結
婚
、
新
築
な
ど
、
人
生

の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
記
念
の

苗
木
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◦
対
象‖

平
成
26
年
２
月
１
日
～
平

成
28
年
１
月
31
日
に
次
の
記
念
を
迎

え
た
方
①
誕
生
、
小
学
校
入
学
（
平

成
28
年
度
に
入
学
す
る
方
を
含
む
）

②
結
婚
、
銀
婚
、
金
婚
③
賀
寿
（
還

暦
・
古
希
・
喜
寿
・
米
寿
）
④
新
築

（
市
内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
戸
建

て
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
個
人
の
方
。

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
は
対
象
外
）　
◦

同
一
の
記
念
で
再
度
申
し
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん　
◦
樹
木‖

コ
デ
マ

リ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、
ジ
ュ
ー
ン

ベ
リ
ー
、
ヒ
メ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン

カ
、
フ
ィ
リ
フ
ィ
ラ
オ
ー
レ
ア　
◦

本
数‖

①
②
③
1
本
④
3
本　
申
市

役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
の
へ
や
、
区

役
所
総
合
案
内
、
総
合
支
所
、
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.se

ndai-park.or.jp/w
eb/

か
ら
も

取
り
出
せ
ま
す
）
で
2
月
29
日
ま
で

に　
問
仙
台
市
公
園
緑
地
協
会
☎

293
・
3
5
8
3

入
学
準
備
金
の
貸
付
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

◦
対
象‖

申
込
時
に
6
カ
月
以
上
市

内
に
お
住
ま
い
で
、
養
育
す
る
児

童
・
生
徒
の
新
入
学
に
掛
か
る
経
費

の
負
担
が
経
済
的
に
困
難
な
世
帯
の

方　
◦
貸
付
限
度
額
等‖

①
小
・
中

学
校
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
除

く
）
／
５
万
円
以
内
②
公
立
高
校
／

10
万
円
以
内
③
私
立
高
校
／
15
万
円

以
内
。
い
ず
れ
も
無
利
子　
◦
返
済

‖

2
カ
月
据
え
置
き
後
、
20
カ
月
以

内
（
15
万
円
貸
し
付
け
の
場
合
は
30

カ
月
以
内
）　
◦
貸
し
付
け
に
は
審

査
が
あ
り
ま
す　
◦
市
内
に
お
住
ま

い
の
保
証
人
が
1
人
必
要
で
す　
◦

受
付
期
間‖

3
月
31
日
ま
で　
◦
申

し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉

協
議
会
各
区
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い　
申
・
問
お
住
ま
い
の

区
の
社
会
福
祉
協
議
会
（
青
葉
区
☎

265
・
5
2
6
0
、
青
葉
区
宮
城
支
部

☎
392
・
7
8
6
8
、
宮
城
野
区
☎

256
・
3
6
5
0
、
若
林
区
☎
282
・
7

9
7
1
、
太
白
区
☎
248
・
8
1
8
8
、

泉
区
☎
372
・
1
5
8
1
）

ガ
ス
局
用
地
を
お
売
り
し
ま
す 

◦
応
募
受
付
日
時‖

２
月
１
日
㈪
～

15
日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
５
時　
◦

現
地
説
明
会‖

２
月
９
日
㈫　
◦
入

札
期
日‖

３
月
２
日
㈬　
◦
物
件
の

所
在
地
は
土
地
の
地
番
で
、
住
居
表

示
と
は
異
な
り
ま
す　
◦
入
札
の
会

場
や
応
募
方
法
等
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
の
へ

や
、
区
役
所
総
合
案
内
、
ガ
ス
局
財

所
在
地

面
積

用
途

地
域

最
低
売

却
価
格

太
白
区
茂
庭
台

一
丁
目
１
番
３

5,281.24
㎡

第一種
住居

58,700,000
円

務
課
な
ど
で
配
布
す
る
応
募
要
領

（
ガ
ス
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.gas.city.sendai.jp/

で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
希
望
者
に
は
郵

送
も
可
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い　

申
・
問
ガ
ス
局
財
務
課
☎
292
・
７
７

１
９

市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

等
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
　
消
防
団
員
確
保
へ
の
協
力
や
従
業

員
の
消
防
団
活
動
に
配
慮
し
て
い
る

事
業
所
等
に
対
し
て
、
表
示
証
と
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
方
法
等

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間‖

3
月
1
日
㈫
～
31
日

㈭　
問
最
寄
り
の
消
防
署
（
青
葉
消

防
署
☎
234
・
1
1
2
1
、
宮
城
野
消

防
署
☎
284
・
9
2
1
1
、
若
林
消
防

署
☎
282
・
0
1
1
9
、
太
白
消
防
署

☎
244
・
1
1
1
9
、
泉
消
防
署
☎

373
・
0
1
1
9
、
宮
城
消
防
署
☎

392
・
8
1
1
9
）、
消
防
局
総
務
課

☎
234
・
１
１
１
１

国
際
交
流
事
業
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す

◦
対
象‖

主
に
市
内
で
活
動
し
、
構

成
員
の
過
半
数
が
市
内
に
お
住
ま
い

か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
団
体　
◦

補
助
金
の
上
限
は
10
万
円　
◦
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い　
問
仙
台
観
光
国
際
協
会

☎
268
・
６
２
６
０

オ
ー
エ
ン
ス
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ

い
館
の
平
成
28
年
度
利
用
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　
平
成
28
年
度
の
利
用
申
し
込
み
を

２
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

◦
申
込
対
象
期
間‖

【
本
館
】
4
月

1
日
㈮
～
平
成
29
年
3
月
31
日
㈮
、

【
市
民
キ
ャ
ン
プ
場
】
4
月
1
日
㈮

～
11
月
30
日
㈬　
◦
利
用
可
能
日
や

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w
.shizenfurea

ikan.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い　
問
オ

ー
エ
ン
ス
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ
い
館
☎

379
・
2
1
5
1

期

事
業
実
施
時
期

応
募
期
間

１
４
月
～
平
成
29
年
３
月

2/1～
29

土・日曜日、祝休日を除く

２
７
月
～
平
成
29
年
３
月

5/2
～31

３
10
月
～
平
成
29
年
３
月

8/1
～31

４
平
成
29
年
１
月
～
３
月

11/1
～30

被災者生活再建支援制度（基礎支援金）の申請
期限延長について
　被災者生活再建支援制度（★）（基礎支援金）の申
請期限が、１年間延長になりました。申請がお済み
でない方は手続きをお願いします。なお、これまで
支給を受けた方への追加の支給を行うものではあり
ません。
◆申請期限∥【基礎支援金】平成29年４月10日【加
算支援金】平成30年４月10日
◆受付時間∥平日9:00～16:30（閉庁日を除く）
◆受付場所∥市役所本庁舎５階社会課、区役所保健
福祉センター管理課

問被災者支援情報ダイヤル☎214･3805
（平日9:00～17:00）

★被災者生活再建支援制度
　震災により生活基盤に著しい被害を受けた世帯
に対して、住宅の被害程度に応じた基礎支援金と、
住宅の再建方法に応じた加算支援金を支給し、生
活の再建を支援します。なお、加算支援金は、基礎
支援金の対象に該当する場合のみ対象となります。

被災した方のための支援情報

受
け
付
け
を
終
了
す
る
手
続
き
申
請
期
限

①
国
民
健
康
保
険
で
病
院
等
を

受
診
す
る
際
の
一
部
負
担
金

の
減
免

2/29㈪

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
病

院
等
を
受
診
す
る
際
の
一
部

負
担
金
の
減
免

③
保
育
施
設
等
の
利
用
者
負
担

額
（
保
育
料
）
の
減
免

問自転車交通安全課☎214･1075

【自転車専用通行帯の通行方法】【矢羽根表示の通行方法】

自
転
車
専
用

仙台市の人口：１月１日現在（平成27年国勢調査独自集計を基準に推計）男:527,557人　女:555,518人　計1,083,075人　499,884世帯

３月1日から、市道宮町通線で
自転車専用通行帯と矢羽根表示の供用を開始
　市では、「杜の都の自転車プラン（仙台市自転車
利用環境総合計画）」に基づき、みんなにやさしい
自転車利用環境づくりを進めており、３月１日か
ら、市道宮町通線において、自転車専用通行帯お
よび矢羽根表示の供用を開始します。
　自転車は車両であり、車道の左端部分の通行が
原則ですが、歩道を通行する自転車が多く、歩行
者と接触しそうになるなどの危険が生じています。
自転車で通行する方は、歩道上の歩行者の安全確
保のため、自転車専用通行帯や矢羽根表示部分を
通行してください。
　市では、今後もより安全・安心な道路空間とす
るため、自転車専用通行帯等の整備を進めていき
ます。

●自転車専用通行帯、矢羽根表示とも、車道を通行
する車と同じ方向にのみ通行することができます
●矢羽根表示は、自転車専用通行帯を設けること
ができない道路において、自転車の通行部分と進
行方向を示す路面表示です。他の車両も通行しま
すので、安全を確認しながら通行してください
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　28.２. 1仙台市政だより　28.２. 1

改
修
工
事
の
た
め
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
を
休
館
し
ま
す

◦
期
間‖
３
月
11
日
㈮
～
15
日
㈫

（
４
階
プ
ー
ル
・
浴
室
・
サ
ウ
ナ
は
18

日
㈮
ま
で
）　
問
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
☎
215
・
３
１
９
１

有
料
で
ご
み
を
回
収
す
る
業
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
粗
大
ご
み
等
の
回
収
は
、
粗
大
ご

み
受
付
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
む
か
、

環
境
事
業
所
ま
た
は
許
可
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
の
な
い
業

者
が
有
料
で
ご
み
を
回
収
す
る
（
ご

み
を
出
す
側
が
代
金
を
支
払
う
）
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
許
可
業
者
は
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴
ら

し
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
し
た
り
、

チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
し

て
い
る
業
者
等
に
代
金
を
請
求
さ
れ

た
場
合
は
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

問
廃
棄
物
管
理
課
☎
214
・
8
2
2
７

公
共
的
な
花
壇
に
植
え
る
花
の

苗
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

◦
対
象‖

町
内
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

子
ど
も
会
な
ど
の
地
域
団
体
、
会
社

な
ど　
◦
申
し
込
み
は
箱
単
位
で
受

け
付
け
ま
す　
◦
３
月
中
旬
か
ら
４

月
上
旬
に
配
達
予
定　
申
仙
台
市
公

園
緑
地
協
会
、
七
北
田
公
園
都
市
緑

化
ホ
ー
ル
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
勾
当

台
で
配
布
す
る
申
込
書
で
２
月
15
日

ま
で
に　
問
仙
台
市
公
園
緑
地
協
会

☎
293
・
３
5
8
3

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
入
会
説
明
会

　
お
子
さ
ん
を
預
け
た
い
方
（
利
用

時
間
に
応
じ
た
費
用
が
掛
か
り
ま

す
）
と
、
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方

が
対
象
の
説
明
会
で
す
。

◦
日
時‖

２
月
27
日
㈯
、
３
月
５
日

㈯
午
前
10
時
～
11
時
15
分　
◦
会
場

‖

市
役
所
本
庁
舎
８
階
ホ
ー
ル　

◦

託
児
あ
り
（
１
歳
～
３
歳
６
カ
月
。

要
申
し
込
み
）　
申
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
参
加
者
の
氏
名
と
電
話
番

号
、
託
児
希
望
の
方
は
子
ど
も
の
氏

名
、
年
齢
も
記
入
）
で
仙
台
す
く
す

く
サ
ポ
ー
ト
事
業
事
務
局
☎
214
・
５

０
０
１
、
℻
214
・
８
６
１
０

国
分
町
夜
間
エ
イ
ズ
即
日
検
査 

　
エ
イ
ズ
に
関
す
る
検
査
・
相
談
を

匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
検
査
結
果

は
、
採
血
後
約
1
時
間
ほ
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
（
判
定
保
留
の
場
合
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

◦
日
時‖

２
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮
午

後
５
時
～
７
時　
◦
会
場‖

宮
城
県

歯
科
医
師
会
館
（
青
葉
区
国
分
町
１

│

５│

１
）　
申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
予
約
専
用
電
話
☎
090
・
4
4

7
8
・
4
6
4
1
（
検
査
日
の
２
週

間
前
～
前
日
ま
で
の
平
日
午
後
１
時

～
４
時
）
で　
問
健
康
安
全
課
☎

214
・
8
0
２
9

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
方
の
被
扶
養
者
は
、
国
民

健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お

り
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
、

職
場
の
健
康
保
険
か
ら
脱
退
し
て
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
被
扶
養
者
の

方
も
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る

た
め
、
被
扶
養
者
の
方
は
、
新
た
に

国
民
健
康
保
険
等
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

は
、
お
住
ま
い
の
区
の
区
役
所
・
宮

城
総
合
支
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
秋

保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
に
、
次
の

書
類
を
持
参
し
て
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証

明
書　
◆
通
知
カ
ー
ド
な
ど
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の　
◆
運

転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の　
申
･
問
区
役
所
・
宮
城
総
合

支
所
保
険
年
金
課
、
秋
保
総
合
支
所

保
健
福
祉
課
（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

株
式
等
の
譲
渡
所
得
お
よ
び
配

当
所
得
を
申
告
し
た
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
等
の
所
得
判
定

に
含
ま
れ
ま
す

　
源
泉
徴
収
を
選
択
し
て
い
る
上
場

株
式
等
の
配
当
所
得
等
お
よ
び
特
定

口
座
に
よ
る
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得

を
申
告
さ
れ
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
所
得

判
定
に
含
ま
れ
、
申
告
し
な
い
場
合

と
比
べ
て
保
険
料
や
病
院
等
で
負
担

す
る
額
が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
増
額
分
は
、
確
定
申
告

で
還
付
ま
た
は
減
額
さ
れ
る
所
得
税

額
や
住
民
税
額
を
上
回
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年

金
課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

市
民
活
動
用
ロ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
団
体
募

集◦
応
募
資
格‖

主
に
市
内
を
拠
点
と

し
て
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る

活
動
を
行
う
団
体　
◦
貸
出
場
所
／

募
集
数‖

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
／
88

団
体
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
／
31
団

体
〔
い
ず
れ
も
抽
選
〕　
◦
利
用
期

間‖

4
月
上
旬
～
平
成
29
年
３
月
31

日　
申
２
月
８
日
か
ら
エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
で
配

布
す
る
申
込
書
で
３
月
15
日
（
必

着
）
ま
で
に　
問
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙

台
☎
268
・
8
３
０
０
、
エ
ル
・
ソ
ー

ラ
仙
台
☎
268
・
8
０
４
１

仙
台
市
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
し

て
、
必
要
な
事
項
を
調
査
・
審
議
し

て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
４
月

1
日
現
在
70
歳
以
下
の
方
１
～
２
人

〔
選
考
〕。
こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い　
◦
面
接‖

3
月
６
日

㈰　
◦
任
期‖

４
月
～
平
成
30
年
３

月　
申
市
役
所
二
日
町
第
四
仮
庁
舎

（
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
勾
当
台
ビ
ル
）

２
階
市
民
協
働
推
進
課
等
で
配
布
す

る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
り
出
せ
ま
す
）に
小
論
文（
800

～
１
２
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
２

月
19
日
（
必
着
）
ま
で
に　
問
市
民

協
働
推
進
課
☎
214
・
８
０
０
２

せ
ん
だ
い
食
の
安
全
サ
ポ
ー
タ

ー
募
集

◦
活
動
期
間‖

４
月
中
旬
～
平
成
29

年
３
月　
◦
活
動
内
容‖

サ
ポ
ー
タ

ー
会
議
、
移
動
研
修
等
へ
の
参
加
、

市
が
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
や

市
の
食
品
安
全
の
施
策
へ
の
意
見
提

出
な
ど　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま

い
で
平
成
27
年
度
に
せ
ん
だ
い
食
の

安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
て

い
な
い
方
40
人
程
度
〔
選
考
〕　
◦

謝
礼
あ
り　
◦
託
児
あ
り
（
２
歳
以

上
の
未
就
学
児
。
要
申
し
込
み
）　

申
任
意
の
様
式
に
申
込
時
の
必
要
事

項
と
応
募
動
機
（
400
字
以
内
）、
年

代
、
託
児
を
希
望
す
る
方
は
子
ど
も

の
年
齢
も
記
入
し
て
郵
送
で
２
月
19

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
980│

8671
生
活

衛
生
課
☎
214
・
８
２
０
５

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

の
年
間
予
約
希
望
団
体
を
募
集

し
ま
す

　
生
き
づ
ら
さ
を
分
か
ち
合
い
、
生

き
る
力
の
回
復
を
目
指
す
会
合
「
自

助
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
く
た
め
に
、

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ
ー

ラ
仙
台
の
有
料
の
貸
室
の
年
間
予
約

を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

◦
利
用
期
間‖

4
月
１
日
㈮
～
平
成

29
年
３
月
31
日
㈮　
◦
対
象‖

次
の

全
て
の
項
目
を
満
た
す
自
助
団
体
①

市
内
を
拠
点
に
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
、
男
女
平
等
の
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
活
動
す
る
②
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

内
容
で
、
通
年
開
催
す
る
③
新
し
い

メ
ン
バ
ー
の
受
け
入
れ
が
可
能　
◦

会
場
使
用
料
は
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す　
◦
詳
し
く
は
、
２
月
８
日
か

ら
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ

ー
ラ
仙
台
で
配
布
す
る
募
集
要
項
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い　
申
募
集
要
項
の
申
込
書

で
３
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に　
問

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
☎
268
・
8
３
０

０
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
☎
268
・
８

０
４
１

平
成
28
年
度
仙
台
大
志
高
等
学

校
科
目
履
修
生
（
聴
講
生
）
募

集◦
開
講
予
定
科
目‖

化
学
基
礎
、
生

物
基
礎
、
美
術
Ⅱ
、
音
楽
Ⅰ
、
中
国

語
基
礎
、
中
国
語
会
話
、
韓
国
語
基

礎
、
韓
国
語
会
話
、
簿
記　
◦
対
象

‖

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
以

上
で
、
他
の
高
校
に
在
籍
し
て
お
ら

ず
、
講
座
の
開
設
時
期
（
半
年
ま
た

は
１
年
）
を
通
し
て
受
講
で
き
る
方

◦
定
員‖

各
科
目
若
干
名
〔
先
着
〕

◦
受
講
料‖

１
単
位
に
つ
き
１
７
５

０
円
（
教
科
書・教
材
費
等
は
実
費
）

◦
募
集
期
間‖

３
月
23
日
～
28
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
必
着
）　
申

仙
台
大
志
高
等
学
校
で
配
布
（
平
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
す
る
募
集

要
項
の
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジht

tp://w
w
w
.sendai-c.ed.jp/~ta

ishi/

か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。
郵
送

希
望
の
方
は
返
信
用
封
筒
〔
長
形
３

号
の
封
筒
に
宛
先
を
記
入
し
、
82
円

切
手
を
貼
付
〕
を
入
れ
た
外
封
筒
に

朱
書
き
で
「
科
目
履
修
生
申
込
書
郵

送
希
望
」
と
記
入
し
て
郵
送
）
で　

申
・
問
仙
台
大
志
高
等
学
校
（
〒
983

│

0842
宮
城
野
区
五
輪
１│

４│

10
☎

257
・
0
9
8
6
）

仙
台
大
志
高
等
学
校
・
仙
台
工

業
高
等
学
校
（
定
時
制
課
程
）

後
期
選
抜
の
お
知
ら
せ

◦
期
日‖

３
月
９
日
㈬
（
学
力
検

査
・
個
人
面
接
〔
仙
台
工
業
高
等
学

校
の
み
〕）　
◦
対
象‖

中
学
校
も
し

く
は
そ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
方
、
ま
た

は
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方　
◦
出
願

期
間‖

２
月
23
日
～
26
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
最
終
日
は
午
前
11
時

ま
で
）　
◦
選
抜
手
数
料‖

950
円　

◦
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い　
問
仙
台
大
志
高
等
学

校
☎
257
・
０
９
８
６
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.sendai-c.ed.j

p/~taishi/

、
仙
台
工
業
高
等
学
校

☎
237
・
5
3
4
1
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sendai-c.ed.jp/

~sen2kou/

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
の
食
堂
出
店
者

募
集

◦
事
業
内
容‖

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
の
２

階
食
堂
で
の
営
業　
◦
応
募
資
格‖

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
事
業
者

①
現
在
営
業
中
で
３
年
以
上
の
実
績

を
有
す
る
②
食
堂
の
営
業
に
必
要
な

許
認
可
等
を
す
べ
て
有
す
る
③
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い　
◦
仮
申
し
込

み
者
を
対
象
に
、
後
日
現
地
説
明
会

を
開
催
し
ま
す　
申
２
月
１
日
か
ら

泉
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
配
布
す

る
仮
申
込
書
で
２
月
12
日
ま
で
に　

問
泉
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
は

10
ペ
ー
ジ
）

募
集

保
健
･
福
祉

お知らせの見方、区役所電話番号等は10ページ参照。はがき等での申し込みは記載のないものは1枚に1人・締切日消印有効。

仙台市耐震改修促進計画
〔中間案〕にご意見を
お寄せください

　現行の計画が平成27年度で終了する
ため、次期計画（平成28年度～平成32年
度）の策定を進めています。この中間案
について、市民の皆さんのご意見をお寄
せください。
●中間案の閲覧場所等∥市役所本庁舎
１階市政情報センター・７階住環境整備
課、宮城野区・若林区・太白区情報セン
ター、区役所総合案内、総合支所のほか、
市ホームページでもご覧いただけます
●提出方法∥任意の様式にご意見、住所、
氏名（法人・団体の場合は団体名、代表者
名）を記入して郵送またはファクス、Ｅ
メールで２月22日（必着）までに
申・問〒980-8671住環境整備課☎214･
8323、FAX211･1918、Ｅメールtos009
430@city.sendai.jp

花
の
種
類

１
箱
費
用
（
消
費
税・

配
達
料
込
み
）

パ
ン
ジ
ー
（
混
合
）、

ビ
オ
ラ
（
混
合
）、
ノ

ー
ス
ポ
ー
ル
（
白
）、

ム
ル
チ
コ
ー
レ（
黄
）
40株

各
2,500
円

芝
桜
（
混
合
）

24株

2,900
円

仙台・青葉まつり
すずめ踊り参加者募集

●日時 ‖５月14日㈯10:00～21:00、５月15日
㈰12:00～18:00　●会場 ‖勾当台公園市民広
場、定禅寺通ほか

募集部門 対象 費用

一般部門 ５～65人程度の団体
高校生以上１人
1,000円、中学生
以下１人500円

子すずめ部門 ３歳～中学生の５人以
上の団体 １人500円

学生部門 中学生以上の学生10
人以上の団体 １団体1,000円

すずめっ子
1000人祭

まづら
連

小学生以下の個人・団
体。親子での参加も可 ―

元気発信祭
まじゃらいん
雀連 上記にエントリーされ

ない個人での参加の方 ―

申仙台・青葉まつり協賛会事務局（市役所錦町
庁舎３階）で配布する募集要項の申込書（ホー
ムページhttp://aoba-matsuri.com/からも取
り出せます）で２月26日までに
◆参加者説明会
●日時 ‖４月15日㈮19:00～20:00　●会場 ‖

市役所本庁舎８階ホール　●直接会場へ
問仙台・青葉まつり協賛会事務局☎223･8441、
観光交流課☎214･8260

　５月20日・21日に秋保地区で開催
されるＧ７仙台財務大臣・中央銀行総
裁会議の理解を深めてみませんか。

Ｇ７仙台財務大臣・中央銀行
総裁会議開催記念パネル展

期間 会場
2/15㈪～25㈭ 宮城総合支所１階ロビー
2/29㈪～3/10㈭ 宮城野区役所１階ロビー

問財務大臣・中央銀行総裁会議準備室
☎214·8763

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入



就
職
支
援
情
報
―
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

◦
日
時‖

①
２
月
23
日
㈫
午
前
10
時

～
午
後
４
時
②
３
月
９
日
㈬
午
後
３

時
～
８
時　
◦
会
場‖

情
報
・
産
業

プ
ラ
ザ　
◦
内
容‖

相
談
員
に
よ
る

就
職
や
進
路
な
ど
に
関
す
る
個
別
相

談
（
１
人
50
分
）　
◦
対
象‖

現
在

求
職
活
動
中
の
方
（
学
生
含
む
）
お

よ
び
在
職
中
の
方
（
30
歳
代
ま
で
）

各
日
10
人
〔
い
ず
れ
も
抽
選
〕　
◦

就
職
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん

申
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ

ー
ル
に
申
込
時
の
必
要
事
項
と
参
加

希
望
日
、
性
別
、
年
齢
、
求
職
活
動

中
・
在
職
中
・
学
生
の
別
を
記
入
し

て
①
２
月
16
日
②
３
月
２
日
（
い
ず

れ
も
必
着
）
ま
で
に
仙
台
市
産
業
振

興
事
業
団
（
〒
980│

6107
青
葉
区
中
央

１│

３│

１
☎
724
・
1
2
1
2
、
℻

715
・
8
2
0
5
、
E
メ
ー
ルkoyou

shien@
siip.city.sendai.jp

）

◎
雇
用
保
険
の
失
業
認
定
の
際
に
求

職
活
動
実
績
と
し
て
申
告
で
き
ま
す

こ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
た
め

に
―
女
性
の
た
め
の
起
業
講
座

◦
日
時‖

３
月
８
日
・
15
日
・
22
日

各
火
曜
日
（
全
３
回
）
午
後
６
時
半

～
９
時
半　
◦
会
場‖

ア
エ
ル
７
階

◦
内
容‖

起
業
に
必
要
な
基
礎
知
識

か
ら
起
業
ア
イ
デ
ア
の
ま
と
め
方
ま

で
を
学
び
ま
す　
◦
対
象‖

起
業
に

興
味
・
関
心
が
あ
る
、
ま
た
は
起
業

を
考
え
て
い
る
女
性
20
人
〔
先
着
〕

15 14

２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　28.２. 1 仙台市政だより　28.２. 1

仙
台
明
治
青
年
大
学
平
成
28
年

度
新
入
学
生
募
集

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
市
民

セ
ン
タ
ー
の
老
壮
大
学
等
を
修
了
し

た
61
歳
以
上
の
方
70
人
〔
抽
選
〕

◦
費
用‖

７
千
円　
◦
４
月
13
日
㈬

に
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
入
学
式

を
行
い
ま
す　
◦
詳
し
く
は
各
市
民

セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い　
申
往
復
は
が
き
に

申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
２

月
14
日
ま
で
に
生
涯
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
（
〒
983│

0852
宮
城
野
区
榴
岡
４

│

１│

８
☎
295
・
０
４
０
３
）

「
グ
リ
ー
ン
・
パ
ル
」
会
員
募
集

　
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
推
進
事
業

（
グ
リ
ー
ン
・
パ
ル
事
業
）
の
会
員

に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
利
厚
生

事
業
が
利
用
で
き
ま
す
。

◦
加
入
資
格‖
資
本
金
３
億
円
以
下

ま
た
は
従
業
員
300
人
以
下
の
市
内
の

事
業
所
の
事
業
主
お
よ
び
従
業
員　

◦
事
業‖

慶
弔
共
済
金
の
給
付
、
宿

泊
施
設
・
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
助
成
、

会
員
交
流
会
、
フ
ル
ー
ツ
狩
り
等
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん

な
ど　
◦
会
費‖

１
人
当
た
り
入
会

金
200
円
、
月
会
費
500
円　
◦
申
し
込

み
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhtt

p://w
w
w
.greenpal.or.jp/

を

ご
覧
く
だ
さ
い　
問
仙
台
ひ
と
・
ま

ち
交
流
財
団
☎
214
･
1
3
7
3

水
道
局
庁
舎
内
売
店
の
事
業
者

を
募
集
し
ま
す

◦
事
業
内
容‖

水
道
局
庁
舎
の
売
店

（
自
動
販
売
機
を
含
む
）
の
営
業　

◦
対
象‖

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
事
業
者
①
市
内
に
本
店
、
支
店
ま

た
は
営
業
所
が
あ
る
法
人
で
３
年
以

上
の
営
業
実
績
が
あ
る
②
市
税
・
消

費
税
・
地
方
消
費
税
・
水
道
料
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
③
食
品
衛
生
法
、

そ
の
他
関
連
法
令
等
を
順
守
し
、
営

業
の
適
正
な
管
理
運
営
体
制
が
確
立

で
き
る

事
前
説
明
会

◦
日
時‖

２
月
18
日
㈭
午
後
３
時
～

◦
会
場‖

水
道
局
本
庁
舎
２
階
大
会

議
室　
◦
募
集
申
し
込
み
に
は
、
事

前
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す　

申
水
道
局
総
務
課
で
配
布
す
る
申
込

書
で
２
月
15
日
ま
で
に　
問
水
道
局

総
務
課
☎
304
・
0
0
0
8

春
か
ら
働
き
た
い
！
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
の
た
め
の
再
就
職
セ
ミ

ナ
ー
「
教
え
て
！
面
接
マ
ナ
ー

の
こ
と
」

◦
日
時‖
3
月
3
日
㈭
午
前
9
時
半

～
11
時
半　
◦
会
場‖

エ
ル
・
ソ
ー

ラ
仙
台　
◦
対
象‖
市
内
に
お
住
ま

い
の
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の
方
お

よ
び
離
婚
を
考
え
て
い
る
子
育
て
中

の
女
性
10
人
〔
先
着
〕　
◦
託
児
あ

り
（
6
カ
月
～
未
就
学
児
）　
申
2

月
6
日
午
前
9
時
か
ら
電
話
で
（
託

児
は
2
月
24
日
ま
で
に
）
母
子
家
庭

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
212
・
４
3
２

２

高齢者福祉サービス事業者募集
①介護用品支給事業受託事業者
●事業内容 ‖高齢の方の自宅に紙おむつ等を配達する　
●応募資格 ‖次の全ての条件を満たす事業者⑴市内に事
業所がある⑵使い捨ておむつ、尿取りパッド、おむつカ
バー、失禁シーツを取り扱える⑶市内全域に配達できる
⑷配達料を取らない⑸市の競争入札参加資格を有してい
る

申・問高齢企画課☎214･8168、FAX214･8191

◆事業者募集説明会（受託には説明会への参加が必要）
事業名 日時

①介護用品支給事業 2/16㈫ 14:00～

②生活援助サービス事業 2/10㈬ 14:00～

③食の自立支援サービス事業等 2/9㈫ 14:00～

④訪問理美容サービス事業 2/15㈪ 14:00～

●会場 ‖①④市役所本庁舎６階第２会議室②③上杉分
庁舎６階会議室　申ファクスに受託希望事業名、事業
者名、所在地、担当者名、電話番号、ファクス番号を
記入して各開催日の前開庁日までに

④高齢者訪問理美容サービス事業受託事業者
●事業内容 ‖介護保険の要介護３～５の認定を受けてい
る方の自宅を訪問し、散髪を行う　●応募資格 ‖次の全
ての条件を満たす事業者⑴市内に事業所（事業所がない
個人の場合は住所）がある⑵訪問理美容サービスに適用
される損害賠償保険に加入している⑶要介護高齢者への
訪問理美容サービスを適切に提供できる

②高齢者生活援助サービス事業受託事業者
●事業内容 ‖日常生活上の援助が必要な高齢の方のみで
生活している世帯にホームヘルパーを派遣し、短時間の
生活援助を行う　●応募資格 ‖次の全ての条件を満たす
事業者⑴介護保険法に規定する指定居宅サービス事業者
である⑵市内に訪問介護事業を行う事業所がある⑶１年
以上の事業実績がある⑷生活援助サービスを適切に提供
できる
③高齢者食の自立支援サービス事業等受託事業者
●事業内容 ‖高齢の方などに適した食事を調理し、自宅
に配達して健康状態や安否の確認を行う　●応募資格 ‖

次の全ての条件を満たす事業者⑴１日当たり50食以上、
毎日配達できる⑵法人格を有し、市内に自社の調理施設
がある⑶市内での宅配実績が１年以上ある　

◦
費
用‖

３
千
円　
申
市
役
所
本
庁

舎
１
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所
総
合

案
内
な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書
で
２

月
８
日
午
前
９
時
か
ら
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w
.siip.city.se

ndai.jp/

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

問
仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団
☎
724
・

１
２
１
２

起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
販
促
力
ア
ッ

プ
編
「
実
践
！
手
書
き
で
魅
せ

る
店
頭
看
板
と
P
O
P
（
ポ
ッ

プ
）
作
成
講
座
」

◦
日
時‖

３
月
２
日
㈬
午
後
６
時
～

９
時
半　
◦
会
場‖

ア
エ
ル
７
階

◦
対
象‖

お
お
む
ね
１
年
以
内
に
起

業
予
定
の
方
、
ま
た
は
起
業
後
１
年

以
内
の
方
20
人
〔
先
着
〕　
◦
費
用

‖

１
０
０
０
円　
申
市
役
所
本
庁
舎

１
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所
総
合
案

内
な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書
で
２
月

８
日
午
前
９
時
か
ら
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.siip.city.send

ai.jp/

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す　
問

仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団
☎
724
・
１ 

２
１
２

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の

お
知
ら
せ

①
働
き
た
い
障
害
の
あ
る
方
向
け
説

明
会

◦
内
容‖

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
の
紹
介
や
働
き
方
、
働
く
前
の
準

備
に
つ
い
て　

②
移
動
相
談

◦
日
時‖

２
月
14
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時　
◦
会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ　
◦

対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
15
歳
以

上
の
障
害
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
、

関
係
者

※
い
ず
れ
も
申
２
月
９
日
午
前
９
時

か
ら
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
申
込

時
の
必
要
事
項
と
①
は
希
望
日
も
記

入
）
で
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
772
・
5
5
1
７
、
E
メ
ー
ルinfo
@
sendai-w

sc.jp

公
認
排
水
設
備
工
事
業
者
の
承

認
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
新
た
に
仙
台
市
公
認
排
水
設
備
工

事
業
者
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
期
間‖

２
月
１
日
㈪
～
29
日
㈪

問
建
設
局
業
務
課
☎
214
・
8
3
3
7

秋
保
・
里
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　 

手
づ
く
り
お
ひ
な
様
展

◦
日
時‖

２
月
11
日
㈷
～
３
月
21
日

（
振
休
）午
前
９
時
～
午
後
５
時（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　
◦
期
間

中
は
ひ
な
巡
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、

ミ
ニ
演
奏
会
（
毎
週
土
曜
日
午
前
11

時
～
11
時
半
、午
後
２
時
～
２
時
半
）、

折
り
紙
体
験
会
（
毎
週
土
曜
日
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
）

も
実
施
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

秋
保
の
民
話
語
り

◦
日
時‖

2
月
14
日
㈰
・
28
日
㈰
午

前
10
時
半
～
11
時
半　
◦
直
接
会
場

へ日
曜
手
づ
く
り
教
室

申
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

※
い
ず
れ
も
申
・
問
秋
保
・
里
セ
ン

タ
ー
☎
304
･
9
1
5
1

日
時

会
場

対
象

2/10㈬・
24㈬

10:00～11:30
障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー

市内にお住まい
の15歳以上の
障害のある求職
中の方とその家
族、関係者
各10人〔先着〕

2/14
㈰

福
祉
プ
ラ
ザ

日
時

内
容
・
定
員

費
用

2/14
午前の部　10:30～12:00
午後の部　13:30～15:00

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
お
雛ひ
な

様
の
壁
掛
け
プ
レ
ー
ト
を

つ
く
ろ
う
（
定
員

‖

各
回

10
人
〔
先
着
〕）

各
2,500円

2/21

和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
―
お
ひ

な
様
を
つ
く
る
（
定
員

‖

各
回
10
人
〔
先
着
〕）

各
1,000円

2/28

羊
毛
で
つ
く
る
わ
ら
べ
雛

（
定
員

‖

各
回
10
人
〔
先

着
〕）

各
1,500円

3/6

３
色
の
オ
ー
ブ
ン
陶
土
で

鉛
筆
立
て
を
つ
く
ろ
う

（
定
員

‖

各
回
10
人
〔
先

着
〕）

各
1,500円

し
ご
と

講
座
･
催
し

名称 対象

消費者
サポーター

市内にお住まいで、ア市内産の食材を積極的に
使用する方イ外食をするときに、地産地消を積
極的に実践しているお店を利用する方ウ直売所
や農産物販売イベントに足を運ぶ方エ地産地消
関連の情報を積極的に収集する方

生産者
サポーター

市内の生産者の方で、ア安全、安心な食材を生
産、提供する方イ栽培履歴を管理・整備し、環
境に配慮した農業に努める方

販売店
サポーター

市内の小売店、量販店、流通業者で、市内産の
食材を積極的に販売、PRする方

飲食店等
サポーター

市内のホテル、旅館、飲食店等の方で、ア市内
産の食材を活用したメニューを開発し、提供す
る方イ市内産の食材を積極的にPRする方

問仙台市産業振興事業団☎724･1212

仙台市地産地消推進サポーター募集
　それぞれの立場で、地産地消の活動をしてみ
ませんか。

申市役所本庁舎１階市民のへや、区役所総合案
内、総合支所、市役所表小路仮庁舎（仙台パー
クビル）９階農業振興課、仙台市産業振興事
業団などで配布する募集チラシ（ホームページ
http://www.siip.city.sendai.jp/からも取り出
せます）で

新しい農業園芸センターの愛称
と市民農園利用者を募集します

申・問農業園芸センター〒984-0032若林区荒井
字切新田13-1☎288･0811

※いずれも詳しくはお問い合わせいただくか、㈱
日比谷アメニスのホームページhttp://www.
amenis.co.jp/をご覧ください
申①はがきに申込時の必要事項と愛称の案を記入
して２月29日までに②往復はがきに申込時の必
要事項と希望するプランおよび利用期間を記入し
て２月29日までに（１世帯・団体につき１通のみ）

プラン名 農園面積／区画数 年間利用料（税別）

ふれあいプラン 約12.5平方メートル／
24区画〔抽選〕 9,000円

しっかりプラン 約25平方メートル／
266区画〔抽選〕 17,500円

本格プラン 約50平方メートル／
８区画〔抽選〕 35,000円

団体プラン 約100平方メートル／
５区画〔抽選〕 70,000円

車いす対応プラン 約５平方メートル／
６区画〔抽選〕 3,000円

　農業園芸センターが、民間事業者が運営する施設
として４月より再オープンします。
①愛称募集
　市民の皆さんに親しんでもらえるような愛称を募
集します。
②市民農園利用者募集
●利用期間

‖

４月～平成29年２月末日または平成
30年２月末日　●場所

‖

若林区荒井字切新田43-1
（農業園芸センター西隣）　●利用者

‖

市内にお住ま
いの方（世帯または団体単位での募集）　●栽培作
物

‖

利用期間内に収穫できるもの。植木、果樹栽培
などはできません　●付帯施設

‖

休憩所、トイレ等
●付帯サービス（一部有料）

‖

農具貸し出し、菜園
アドバイザー常駐サポート、管理作業、講習会

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　28.２. 1 仙台市政だより　28.２. 1

太
白
山
自
然
観
察
の
森
の
催
し 

①
野
鳥
の
レ
ス
ト
ラ
ン

　
野
鳥
の
し
ぐ
さ
を
観
察
で
き
る
よ

う
に
、
研
修
室
か
ら
見
え
る
場
所
に

野
鳥
の
給
餌
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◦
期
間‖

３
月
31
日
㈭
ま
で

②
動
物
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
を
探

そ
う

◦
日
時‖

2
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
内
容‖

森
の
中
に
残
さ

れ
た
足
跡
や
食し
ょ
く

痕こ
ん

か
ら
、
自
然
観
察

の
森
に
ど
の
よ
う
な
生
き
物
が
い
る

か
を
探
り
ま
す　
◦
定
員‖

20
人

〔
先
着
〕　
◦
持
ち
物‖

観
察
用
具

（
双
眼
鏡
の
無
料
貸
し
出
し
有
り
）。

暖
か
く
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で

③
バ
ー
ド
ケ
ー
キ
と
小
枝
の
小
さ
な

餌
入
れ
作
り

◦
日
時‖

2
月
21
日
㈰
午
後
1
時
半

～
3
時
半　
◦
内
容‖

野
鳥
の
好
物

「
バ
ー
ド
ケ
ー
キ
」
と
ケ
ー
キ
を
入

れ
る
小
さ
な
入
れ
物
を
作
り
ま
す　

◦
定
員‖

20
人
〔
先
着
〕　
◦
費
用

‖

200
円　
◦
持
ち
物‖

剪せ
ん

定て
い

ば
さ

み
・
軍
手
。
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

で④
森
の
ク
ラ
フ
ト
「
木
の
実
で
作
る
、

お
ひ
な
さ
ま
」

◦
期
日‖

２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰　

◦
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了　

⑤
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
歩
く
ガ
イ
ド
ウ
オ

ー
ク

◦
日
時‖

毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
持
ち
物‖

観
察
用
具

（
双
眼
鏡
の
無
料
貸
し
出
し
有
り
）。

暖
か
く
歩
き
や
す
い
服
装
で　
◦
直

接
会
場
へ

※
②
③
の
申
②
2
月
6
日
③
２
月
７

日
午
前
9
時
か
ら
電
話
で　
申
･
問

自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
☎
244
・
6
1
1

5グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
勾
当
台
の
市

民
園
芸
講
座

申
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
勾
当
台
☎
264
・
３

9
2
4

歴
史
民
俗
資
料
館
の
催
し
　
　 

特
別
展「
仙
台
の
ま
ち
と
近
代
交
通
」

◦
期
間‖

４
月
17
日
㈰
ま
で

特
別
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

◦
直
接
会
場
へ

季
節
展
示
「
ひ
な
祭
り
」

◦
期
間‖

２
月
20
日
㈯
～
３
月
27
日

㈰　
◦
内
容‖

明
治
時
代
か
ら
昭
和

初
め
ま
で
に
作
ら
れ
、
仙
台
の
家
庭

で
飾
ら
れ
て
い
た
お
ひ
な
さ
ま
や
、

堤
人
形
の
お
ひ
な
さ
ま
な
ど
を
紹
介

し
ま
す

宮
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
催

し①
お
た
が
い
さ
ま
の
子
育
て
サ
ロ
ン

◦
日
時‖

２
月
18
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
内
容‖

親
子
で
３
Ｂ
体

操
を
楽
し
み
ま
す　
◦
対
象‖

市
内

に
お
住
ま
い
の
０
歳
～
３
歳
の
乳
幼

児
と
保
護
者
20
組
〔
先
着
〕

②
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座

◦
日
時‖

３
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬

（
全
２
回
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

◦
内
容‖

傾
聴
の
実
践
、
優
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど　
◦
対
象‖

市
内

に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
18
歳
以
上

の
方
24
人
〔
抽
選
〕

③
地
域
支
え
あ
い
講
座
「
地
域
で
子

育
て
応
援
！
防
災
と
減
災
」

◦
日
時‖

３
月
10
日
㈭
午
前
10
時
～

被
災
地
関
連
展
示
「
六
郷
・
七
郷
・

高
砂
の
人
々
の
く
ら
し
」

◦
期
間‖

3
月
1
日
㈫
～
3
月
31
日

㈭　
◦
内
容‖

東
日
本
大
震
災
前
の

六
郷
・
七
郷
・
高
砂
地
区
に
お
け
る

人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
を
、
写
真
等

の
資
料
で
紹
介
し
ま
す

た
ん
け
ん
資
料
館

◦
日
時‖
2
月
13
日
㈯
午
前
11
時
～
、

午
後
２
時
～　
◦
内
容‖

施
設
の
裏

側
を
学
芸
員
と
一
緒
に
探
検
す
る

「
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
」。
普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
を
案
内
し

ま
す　
◦
直
接
会
場
へ

※
い
ず
れ
も
問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎

295
・
３
９
５
６

森
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座 

　
森
林
の
役
割
や
林
業
の
現
状
・
課

題
、
森
林
作
業
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

◦
期
間‖

4
月
～
平
成
29
年
2
月

（
全
11
回
。
各
回
土
曜
日
を
予
定
。

一
部
平
日
）　
◦
会
場‖

市
有
林

（
太
白
区
坪
沼
字
大
八
上
ほ
か
）、
湯

元
・
根
白
石
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
方
で
、
修
了
後
に
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
と
し
て
活
動
で

き
る
方
20
人
〔
選
考
〕　
申
市
役
所

本
庁
舎
１
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所

総
合
案
内
、
総
合
支
所
、
各
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
す
る
申

込
書
で
3
月
11
日
（
必
着
）
ま
で
に

問
農
林
土
木
課
☎
214
・
8
2
6
4

「
薬
師
堂
駅
界
隈
（
か
い
わ
い
）

の
歴
史
」
講
座

　
陸
奥
国
分
寺
・
薬
師
堂
に
お
い
て

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

す
る
方
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

◦
定
員‖

30
人
〔
抽
選
〕　
◦
③
④

の
日
時
と
会
場
は
、
参
加
者
に
後
日 

連
絡
し
ま
す　
申
電
話
ま
た
は
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込

時
の
必
要
事
項
を
記
入
）
で
２
月
29

日
（
必
着
）
ま
で
に
文
化
財
課
（
〒

980│

0011
青
葉
区
上
杉
１│

５│

12
市

役
所
上
杉
分
庁
舎
10
階
☎
214
・
８
８

９
３
、
℻
214
・
８
３
９
９
、
E
メ
ー

ルkyo019320@
city.sendai.jp

）

正
午　
◦
内
容‖

地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー
か
ら
学
ぶ
、
災
害
時
の
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援　
◦
対
象‖

市
内
に
お

住
ま
い
か
お
勤
め
の
方
20
人〔
先
着
〕

※
い
ず
れ
も
申
①
③
２
月
６
日
午
前

９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）
で
。

直
接
施
設
も
可
②
往
復
は
が
き
に
申

込
時
の
必
要
事
項
と
年
齢
を
記
入
し

て
２
月
20
日（
必
着
）ま
で
に　
申
・

問
宮
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
989

│

3125
青
葉
区
下
愛
子
字
観
音
堂
27│

１
☎
392
・
６
３
８
２
、
℻
392
・
７
７

３
６
）

ひ
と
り
親
家
庭
生
活
支
援
講
習

会◦
日
時‖

3
月
13
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い

の
ひ
と
り
親
家
庭
の
中
学
生
20
人

〔
先
着
〕　
◦
会
場‖

Sシ
ャ

ー

レ

c
h
a
l
e

お
お
ま
ち
（
青
葉
区
大
町
2│

6│

27│

３
階
）　
◦
内
容‖

経
営
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、

仕
事
の
意
味
や
お
金
の
流
れ
の
仕
組

み
等
を
学
び
ま
す　
申
2
月
６
日
午

前
９
時
か
ら
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）

で
（
一
社
）
ぶ
れ
い
ん
・
ゆ
に
～
く

す
（
℻
748
・
７
７
１
８
、
Ｅ
メ
ー
ル

brainuniques@
yahoo.co.jp

）

問
子
育
て
支
援
課
☎
214
・
８
２
０
２

ス
リ
ー
エ
ム
仙
台
市
科
学
館
の

催
し

①
小
企
画
展
「
ク
ラ
ゲ
の
生
態
と
飼

い
方
の
工
夫
」

　
ク
ラ
ゲ
の
生
態
や
飼
い
方
に
つ
い

て
、
パ
ネ
ル
や
水
槽
の
展
示
で
紹
介

し
ま
す
。

◦
期
間‖

２
月
11
日
㈷
～
3
月
23
日

㈬　②
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
―
工
作
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
（
中
級
）

◦
日
時‖

３
月
６
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時　
◦
内
容‖

ロ
ボ
ッ
ト
梵ぼ
ん

天て
ん

丸ま
る

の
拡
張
製
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ　
◦
対
象‖

小
学
４
年
生
以
上
で

梵
天
丸
の
製
作
経
験
が
あ
り
、
当
日

梵
天
丸
を
持
参
で
き
る
方
10
人
〔
抽

選
〕。
小
学
４
年
生
は
保
護
者
同
伴

◦
費
用‖

１
０
０
０
円　
◦
持
ち
物

‖

梵
天
丸
・
昼
食

③
大
人
の
科
学
教
室
「
野
鳥
の
さ
え

ず
り
に
耳
を
澄
ま
そ
う
」

◦
日
時‖

３
月
20
日
㈷
午
前
10
時
～

正
午　
◦
内
容‖

バ
ー
ド
コ
ー
ル

（
鳥
を
呼
ぶ
笛
）を
製
作
し
、実
際
に

鳴
ら
し
て
、
台
原
森
林
公
園
に
生
息

す
る
野
鳥
に
つ
い
て
学
び
ま
す　
◦

対
象‖

中
学
生
以
上
15
人
〔
抽
選
〕

※
②
③
の
申
往
復
は
が
き
に
申
込
時

の
必
要
事
項
と
学
生
は
学
校
名
と
学

年
、
②
過
去
に
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
に
参

加
し
た
方
は
そ
の
内
容
も
記
入
し
て

②
２
月
23
日
③
３
月
８
日
（
い
ず
れ

も
必
着
）
ま
で
に　
申
・
問
ス
リ
ー

エ
ム
仙
台
市
科
学
館
（
〒
981│

0903
青

葉
区
台
原
森
林
公
園
４│
１
☎
276
・

２
２
０
１
）

仙
台
市
小
学
校
家
庭
科
、
仙
台

市
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
、
仙

台
市
立
高
等
学
校
家
庭
科
合
同

作
品
展

◦
日
時‖

２
月
13
日
㈯
～
17
日
㈬
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）　
◦
会
場‖

せ
ん
だ

い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク　
問
教
育
指
導

課
☎
214
・
8
8
9
7

日
時（
全
４
回
）

内
容

会
場

①

4/9㈯

14:00～15:30
陸
奥
国
分
寺
・
尼に

寺

跡
の
創
建
と
多
賀
城

跡

若林区中央市民
センター

②

4/23㈯

陸
奥
国
分
寺
・
尼
寺

跡
と
貞
観
震
災
復
興

③

５月～６月

時間未定
伊
達
政
宗
と
陸
奥
国

分
寺
薬
師
堂
・
国
名

勝
「
お
く
の
ほ
そ
道

の
風
景
地
」

未定

④

現
地
に
て
実
践
練
習

日
時

内
容
等

2/27㈯

13:30～
15:00

座
談
会「
レ
ト
ロ
バ
ス
の
魅
力
」

（
講
師

‖

昭
和
の
車
保
存
会
・
下

河
原
源
孝
氏
、
伏
見
正
浩
氏
）

3/6㈰

講
座「
仙
台
市
電
の
あ
る
風
景
」

（
講
師

‖

印
章
彫
刻
士
・
庄
子
喜

隆
氏
）

日
時

内
容

定
員

2/12
㈮

10:00～11:00
初
め
て
育
て
る
︱
洋
ラ

ン
講
座

各20人
〔先着〕

2/19
㈮

肥
料
の
上
手
な
使
い
方

相談内容 日時 電話 会場・その他

遺伝カウンセ
リング 2/23㈫

区役所家庭健
康課
（☎は10ページ）

専門医が対応／予約
制

せんだい妊娠
ほっとライン

毎週㈪・㈬・㈮
10:00～19:00

みやぎ子育て・
女性健康支援
センター
☎229･2388

思いがけない妊娠の
悩みに助産師が対応
／Ｅメールsiensent
er@gmail.comでも
相談可

シングルマザ
ーの就業・自
立相談

毎週㈫
11:00～19:00、
毎週㈬～㈯
9:00～17:00

母子家庭相談
支援センター
☎212･4322

予約制／託児あり

無料法律相談
とこころの健
康相談会

2/20㈯
13:00～17:00

仙台いのちの
電話事務局
☎718･4401

カウンセラー・弁護
士が対応／福祉プラ
ザで／予約制／託児
あり

生活困りごと
と、こころの
健康相談会

2/9㈫
13:00～16:00

宮城県司法書
士会
☎263･6755

司法書士・精神保健
福祉士等が対応／宮
城県司法書士会館で
／予約制

木造住宅の耐
震化相談会

2/17㈬
9:00～16:00

住環境整備課
☎214･8323

市役所本庁舎６階第
２会議室で／昭和
56年５月31日以前
に建築確認を受けて
着工した戸建木造住
宅が対象／予約制

女性のための
起業相談D

デ ー
ay
毎週㈫・㈭・㈮
9:00～17:00

仙台市産業振
興事業団
☎724･1212

アエル７階で／予約
制

週末・夜間の
起業相談窓口

2/14㈰
9:00～17:00、
2/19㈮

17:15～20:15

仙台市産業振
興事業団
☎724･1212

アエル７階で／予約
制

司法書士によ
る無料法律相
談

2/13㈯
13:00～16:00
（１人60分）

消費生活セン
ター
☎268･7867

不動産登記・相続な
どの法律相談／予約
制／申2/8～12の9:
00～18:00に電話で

電話による消
費生活特別相
談

2/21㈰
10:00～16:00
（１人30分）

消費生活特別
相談ダイヤル
☎212･3110

弁護士・司法書士・
消費生活相談員が対
応

弁護士による
多重債務無料
法律相談

2/27㈯
10:00～12:00、
13:00～15:00
（１人30分）

消費生活セン
ター
☎268･7867

予約制／申2/8～19
の9:00～18:00に電
話で

仕事とこころ
の相談会（夜
間）

2/9㈫・26㈮
18:15～21:00

障害者支援課
☎214･8165

弁護士・臨床心理士・
司法書士が対応／ア
エル６階で／予約制

―定例の相談窓口も通常通り開設しています―

相談窓口　   秘密厳守

今月の採用情報 〔　〕内は募集人数

■臨時的任用職員登録者（給食作業員・栄養士）
市立学校または給食センター職員の産休・病休等に
伴う代替臨時職員。欠員が生じた場合に、登録者の
中から随時採用／職種

‖

①給食作業員②栄養士／業
務内容

‖

①給食の調理、食器の洗浄等②栄養士の業
務／応募資格

‖

②栄養士の免許を有する方／勤務時
間

‖

週38.75時間／申履歴書（写真貼付）と②は栄
養士免許証の写しを同封した封筒に、「臨時的任用職
員（職種名）登録希望」と朱書きして、郵送または
持参で教育局総務課（〒980-0011青葉区上杉1-5-
12☎214･8858）
■（公財）仙台市公園緑地協会パートタイム職
員〔若干名〕
業務内容‖八木山動物公園内の売店・食堂での販売・
簡単な調理等／応募資格‖土・日曜日、祝休日も
勤務が可能な方／雇用期間‖４月１日～10月31日

（平成29年４月から再雇用の場合あり）／勤務時間
‖8:30～17:00の時間帯で６時間／選考‖書類選考
後面接あり／申履歴書（写真貼付）を郵送で２月
12日（必着）までに仙台市公園緑地協会事業課（〒
982-0801太白区八木山本町1-43（八木山動物公園
内）☎229･1606）

■（公財）仙台市健康福祉事業団臨時職員（訪
問調査員）〔若干名〕
業務内容‖要介護認定のための訪問調査業務等／応
募資格‖次の①～③の全ての条件を満たす方①介護
支援専門員資格を有する（３月末までの取得見込み
を含む）②看護師免許、社会福祉士資格、介護福祉
士資格のいずれかを有する③普通自動車運転免許を
有する／雇用期間‖４月１日から１年間（更新の可
能性あり）／試験日‖３月２日㈬／申市役所本庁舎
１階市民のへや、区役所総合案内、総合支所、シル
バーセンターなどで配布する申込書（ホームページ
http://www.senkenhuku.com/からも取り出せ
ます）で２月24日までに／問仙台市健康福祉事業
団☎215･3192

■（公財）仙台市スポーツ振興事業団嘱託職員
①スポーツ指導員〔25人程度〕②常勤嘱託職員

〔若干名〕③非常勤嘱託職員〔20人程度〕
業務内容‖スポーツ施設の管理運営業務等／応募資
格‖普通自動車運転免許を有し（取得見込みを含む）、
パソコンの操作ができる方。①はこのほか大学や
短期大学、専門学校においてスポーツ・体育学を専
攻して卒業し（卒業見込みを含む）、心身共に健康
な方／勤務時間‖①②週38.75時間③週30時間（い
ずれも休日・変則勤務あり）／雇用期間‖４月１日
から１年間（更新の可能性あり）／申市役所本庁舎
１階市民のへや、区役所総合案内などで配布する申
込書で２月18日（必着）までに／問仙台市スポー
ツ振興事業団☎215･3201

■非常勤嘱託職員〔若干名〕
業務内容

‖

スクールバス内や登校後の児童・生徒の
介助・見守り／雇用期間

‖

４月１日から１年間（１
年ごとに更新あり。定年制あり（一律60歳））／勤務
時間

‖

8:00～17:00の時間帯で７時間程度／選考‖
書類選考・面接／申履歴書（写真貼付）を郵送で鶴
谷特別支援学校（〒983-0824宮城野区鶴ケ谷5-22-
1）／問教育局総務課☎214･8858

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　28.２. 1 仙台市政だより　28.２. 1

シ
ニ
ア
の
モ
バ
イ
ル
体
験
講
座 

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
◦

内
容‖

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
基
本
的
な
操
作
方
法
の
講
習

や
、
ア
プ
リ
の
紹
介　
申
電
話
で
２

月
12
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
215
・
３
１
７
０

縄
文
の
森
広
場
の
催
し
　
　
　  

ミ
ニ
企
画
展
「
縄
文
人
の
く
ら
し
―

祭
り
の
様
々
な
道
具
」

◦
期
間‖

3
月
21
日
（
振
休
）
ま
で

縄
文
ふ
ゆ
の
コ
ン
サ
ー
ト

◦
日
時‖

2
月
6
日
㈯
・
13
日
㈯
午

後
１
時
半
～
３
時　
◦
直
接
会
場
へ

縄
文
講
座

◦
日
時‖

２
月
21
日
㈰
午
後
１
時
半

～
３
時　
◦
内
容‖

長
岡
市
立
馬う
ま
高た
か

縄
文
館
館
長
・
小
熊
博
史
氏
に
よ
る

講
演
「
火
炎
土
器
を
造
っ
た
人
び
と

の
く
ら
し
」　
◦
定
員‖

100
人
〔
先

着
〕　
◦
直
接
会
場
へ

週
末
体
験
講
座

　
縄
文
時
代
の
布
と
同
じ
編
み
方
で
、

編あ
ん
布ぎ
ん
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー

を
作
り
ま
す
。

◦
日
時‖

3
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
２
時　
◦
定
員‖

20
人〔
抽
選
〕。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　
◦
費

用‖

400
円
程
度　
申
往
復
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
申
込

時
の
必
要
事
項
と
学
生
は
学
年
も
記

入
し
て
２
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に

※
い
ず
れ
も
申
・
問
縄
文
の
森
広
場

（
〒
982│

0815
太
白
区
山
田
上
ノ
台
町

10│

1
☎
307
・
5
6
6
5
、
℻
743
・

6
7
7
1
、
E
メ
ー
ルj-hiroba@

cap.ocn.ne.jp

）

市
民
活
動
っ
て
、
知
っ
て
い
ま

す
か

◦
日
時‖
２
月
28
日
㈰
午
前
10
時
半

～
午
後
０
時
半　
◦
会
場‖

市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

や
、
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
子
ど
も

の
心
の
ケ
ア
を
し
て
い
る
団
体
の
話

を
聞
き
、
市
民
活
動
に
つ
い
て
考
え

ま
す　
◦
定
員‖

25
人
〔
先
着
〕

◦
費
用‖

500
円　
◦
講
師‖

（
特
活
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ
、（
特
活
）

子
ど
も
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
申
電
話
ま
た
は
市
役
所
本

庁
舎
1
階
市
民
の
へ
や
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
す

る
申
込
書
で
２
月
８
日
午
前
9
時
か

ら　
申
・
問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
☎
212
・
3
0
1
0

冬
季
泉
ケ
岳
自
然
観
察
会
　
　 

◦
日
時‖

2
月
27
日
㈯
午
前
9
時
半

～
午
後
1
時
半
頃
（
荒
天
時
や
積
雪

無
し
の
場
合
は
中
止
）　
◦
内
容‖

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
泉
ケ
岳
を

自
然
散
策
し
ま
す　
◦
定
員‖

30
人

〔
抽
選
〕　
◦
費
用‖

１
０
０
０
円

（
昼
食
付
き
）　
◦
持
ち
物‖

手
袋
・

帽
子
・
雨
具
・
飲
み
物
・
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
（
無
料
貸
し
出
し
有
り
）。
防

寒
の
で
き
る
服
装
と
防
水
性
の
あ
る

靴
で　
◦
集
合‖
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ

い
館
西
玄
関
前　
申
は
が
き
に
参
加

者
全
員
（
1
枚
に
つ
き
2
人
ま
で
）

の
申
込
時
の
必
要
事
項
と
年
齢
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
使
用
経
験
の
有
無
を
記

入
し
て
2
月
12
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
981│

3189
（
住
所
記
入
不
要
）
泉
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
は
10
ペ
ー

ジ
）

音
声
パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座

◦
日
時‖

２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

（
全
２
回
）
午
後
１
時
～
４
時
半　

◦
会
場‖

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク　
◦
内
容‖
音
声
ブ
ラ
ウ
ザ
ー

「
ネ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
２
」
の
基
本
操

作
な
ど　
◦
対
象‖
視
覚
障
害
の
あ

る
方
で
、
音
声
環
境
で
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
い
る
方
10

人
〔
抽
選
〕　
申
電
話
で
２
月
17
日

ま
で
に
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☎
713
・
４
４
８
３

地
底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
お

知
ら
せ

①
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
―
氷
河
期
の
森
・
縄
文
の
森
の

風
景
2
0
1
5
」
作
品
展

◦
期
間‖

３
月
13
日
㈰
ま
で　
◦
２

月
21
日
㈰
ま
で
の
来
館
者
の
投
票
に

よ
り
、
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す

◦
３
月
６
日
㈰
午
前
11
時
～
正
午
に

入
賞
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す

②
企
画
展
「
地
底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
2
0
1
5
」

◦
期
間‖

３
月
13
日
㈰
ま
で

③
た
の
し
い
地
底
の
森
教
室

◦
直
接
会
場
へ

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
館
内
の
展
示
解
説
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
を
補
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

◦
登
録
期
間‖

4
月
～
平
成
29
年
３

月
（
更
新
可
）　
◦
対
象‖

18
歳
以

上
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
４
月

16
日
㈯
）
と
養
成
講
座
（
4
月
23
日

㈯
か
ら
毎
週
土
曜
日
開
催
。全
６
回
）

に
参
加
で
き
る
方
15
人
〔
選
考
〕　

⑤
市
民
文
化
財
研
究
員
募
集

◦
活
動
期
間‖

４
月
～
平
成
29
年
３

月　
◦
活
動
内
容‖

週
１
回
程
度

（
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
）、
研
修

室
で
の
講
義
や
史
跡
見
学
な
ど
を
通

し
て
考
古
学
や
遺
跡
に
つ
い
て
学
び
、

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す　
◦
対
象

‖
18
歳
以
上
で
説
明
会
（
４
月
13
日

㈬
）に
参
加
で
き
る
方
15
人〔
選
考
〕

※
④
⑤
の
申
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
申
込
時
の
必

要
事
項
と
④
は
志
望
動
機
、
⑤
は
学

習
し
た
い
テ
ー
マ
を
記
入
し
て
３
月

26
日
（
必
着
）
ま
で
に　
申
・
問
地

底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
〒
982│

0012

太
白
区
長
町
南
４│

３│

１
☎
246
・

9
1
5
3
、
℻
246
・
9
1
5
8
、
Ｅ

メ
ー
ルt-forest@

coral.ocn.ne.
jp

）
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
の
催
し

定
期
演
奏
会

◦
日
時‖

２
月
12
日
㈮
午
後
７
時
開

演
、
２
月
13
日
㈯
午
後
３
時
開
演　

◦
会
場‖

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル

仙
台　
◦
指
揮‖

パ
ス
カ
ル
・
ベ
ロ

◦
バ
イ
オ
リ
ン‖

ス
ベ
ト
リ
ン
・
ル

セ
フ　
◦
曲
目‖

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

「
バ
レ
エ
音
楽
『
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
』
よ
り
」
ほ
か　
◦
入
場
料

‖

S
席
５
千
円
、
A
席
４
５
０
０
円

ほ
か

特
別
演
奏
会
「
小
曽
根
真
×
山
田
和

樹
」

◦
日
時‖

２
月
23
日
㈫
午
後
７
時
開

演　
◦
会
場‖

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城　
◦
指
揮‖

山
田
和
樹

◦
ピ
ア
ノ‖

小
曽
根
真　
◦
曲
目‖

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
「
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主

題
に
よ
る
狂
詩
曲
」
ほ
か　
◦
入
場

料‖

S
席
６
５
０
０
円
、
A
席
５
５

０
０
円
、
Ｂ
席
４
５
０
０
円
ほ
か

※
い
ず
れ
も
◦
未
就
学
児
は
入
場
で

き
ま
せ
ん　
問
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
☎
225
・
3
9
3
4

日
時

内
容

対
象

2/23㈫
10:00～
15:15

は
じ
め
て
の
ス
マ

ホ
講
座

市内にお住まいかお勤め
でおおむね55歳以上の

スマートフォン・
タブレット初心者
各20人〔抽選〕

2/24㈬

は
じ
め
て
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
講
座

日
時

内
容

2/14㈰

13:30～
14:30

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
企
画
展

お
よ
び
野
外
展
示
に
つ
い
て

の
解
説
）

2/28㈰

絵
本
で
楽
し
む
考
古
学（
地
底

の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
絵
本

「
跡
」
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
）

市
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
救

命
処
置
講
習
会

◦
日
時‖

３
月
６
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　
◦
会
場‖

市
立
病
院　
◦
内

容‖

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕
方
や
A

E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
い
方
の
講
習
・
実
技　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
方
30
人
〔
抽
選
〕　
◦
動
き

や
す
い
服
装
で　
申
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の

必
要
事
項
と
年
齢
を
記
入
）
で
２
月

19
日
（
必
着
）
ま
で
に
市
立
病
院
総

務
課
（
〒
982│

8502
太
白
区
あ
す
と
長

町
１│

１│

１
☎
308
・
７
１
１
１
、

℻
308
・
７
１
５
３
、
Ｅ
メ
ー
ルsho

kuin@
hospital.city.sendai.

jp

）
青
葉
の
森
緑
地
の
催
し          

親
子
で
一
緒
に
森
あ
そ
び
！

◦
日
時‖

２
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
対
象‖

４
歳
以
上
の
未

就
学
児
と
保
護
者
15
人
〔
先
着
〕　

◦
持
ち
物‖

防
寒
具
・
雨
具
・
飲
み

物
。
暖
か
く
動
き
や
す
い
服
装
で

大
人
の
森
あ
る
き「
春
を
待
つ
季
節
」

編◦
日
時‖

２
月
27
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　
◦
定
員‖

15
人
〔
先
着
〕　

◦
持
ち
物‖

防
寒
具
・
雨
具
・
飲
み

物
。
暖
か
く
歩
き
や
す
い
服
装
で

※
い
ず
れ
も
申
２
月
６
日
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
青
葉
の
森
緑
地
管
理
セ

ン
タ
ー
☎
263
・
2
1
0
1

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

仙台防災未来フォーラム2016
―国連防災世界会議から１年　仙台・東北から防災・減災の未来に貢献する

　「第３回国連防災世界会議」の開催から１周年の機会に、
各団体が復興や防災・減災の活動事例を発表するほか、今
後の活動の方向性や課題を話し合い、発信します。

■テーマセッション

●16:00から各テーマセッションの結果を共有するクロー
ジングを行います　●（申し込み優先）は、申し込みが定
員に達しない場合は当日の入場も可　●内容や申し込み方
法など、詳しくは各主催者に直接お問い合わせください

時間 内容等 定員 主催者／問い合わせ
11:00

～
13:00

東日本大震災からの復興と今後
の課題

250人
（申し込み

優先）
震災復興室☎214･1
266

11:00
～

13:00

"B
ビ ル ド
uild B

バ ッ ク
ack B

ベ タ ー
etter"

東日本大震災の経験からより強
い世界へ

200人
（申し込み

優先）
国際協力機構（J

ジャイカ
ICA）

☎223･5152

11:00
～

15:30
市民の防災枠組―マチノワを創
るために

90人
（申し込み

優先）

せんだい・みやぎN
POセンター☎264･
1281

11:00
～

13:00

「市民がつくる復興ロードマップ
プロジェクト」に関するオープ
ンセッション

90人
（直接
会場へ） みやぎ連携復興セン

ター☎748･455013:50
～

15:50

仙台防災枠組の実施に向けて―
海外の災害・東日本大震災から
生まれた広域復興トークライブ

400人
（直接
会場へ）

11:00
～

12:30
シンポジウム「トーク×トーク
女性たちのリーダーシップ2016」

150人
（申し込み

優先）

男女共同参画推進セ
ンター　エル・パー
ク仙台☎268･8300

11:00
～

13:00
防災や復興に果たす若者の役割
など

50人
（直接
会場へ）

復興大学☎305･38
15

13:00
～

15:30
「しなやかな社会」の情報通信ネ
ットワークを目指して

70人
（直接
会場へ）

東北大学電気通信研
究機構☎217･5566

13:50
～

15:50
防災発信連携の可能性―継続・
強化に何が必要か

160人
（直接
会場へ）

みやぎ防災・減災円
卓会議☎211･1121

13:50
～

15:50
東日本大震災の復興の方向性と
内外への復興の発信

250人
（申し込み

優先）

東北大学災害科学国
際研究所、防災環境
都市推進室☎214･8
098

11:00
～

15:50
地区防災計画フォーラム

（※会場 ‖博物館）
200人
（直接
会場へ）

内閣府（防災担当）
☎03･3502･6984

■ミニプレゼンテーション
●時間

‖

13:00～13:50　●内容

‖

展示出展団体や防災・
復興関連団体によるプレゼンテーションやミニトーク　●
直接会場へ

■展示等
●時間

‖

10:00～18:00　●内容

‖

自治体・政府系団体、
地域団体・市民団体、研究機関等によるブース展示、被災
地の女性たちによる手仕事品の販売（10:45～14:00）、災
害時対応型電気自動車の展示（16:00までの予定）等 問防災環境都市推進室☎214･8098

●詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページhttp://
www.bosai-sendai.jp/mirai-forum2016/をご覧ください

■国連関係者による記念講演「仙台防災枠組推進におけ
るローカルアクションへの期待（仮題）」
●時間

‖

10:00～10:45　●内容

‖

「仙台防災枠組2015-
2030」の意義や、推進に向けた地域の取り組みへの期
待など　●定員

‖

1,000人〔先着〕　●直接会場へ

関連行事

①～⑤⑦～⑪直接会場へ。⑥申２月上旬から市役所本庁
舎１階市民のへや、区役所総合案内などで配布する申
込書で。ホームページhttp://www.bosai-sendai.jp/
mirai-forum2016/からも申し込めます　問健康安全課
☎214･8029

日時 内容 会場

① 2/28㈰
まで

9:00～
22:00

３がつ11にちをわすれない
ためにセンター参加者の記
録と活動展示「空白を訪ね
る―そこで出会ったことば」

せんだい
メディアテーク② 2/27㈯・

28㈰

13:00～
18:40

（28日は
17:50まで）

３がつ11にちをわすれない
ためにセンターの映像上映
会―「星空と路」上映室

③ 2/28㈰ 15:30～
17:30

シネマてつがくカフェ「映
像作品『波のした、土のう
え』から考える」

④ 3/2㈬～
30㈬

9:00～17:00
（土・日曜日、
祝休日を除く）

復興コンサートの軌跡パネ
ル展

市役所本庁舎
１階ギャラリー

ホール

⑤ 3/6㈰ 13:30～
15:45

未来に伝えるふるさとの記
憶―わたしたちが語り継い
でいく大切なこと（小学生
の舞台発表、演劇団体によ
る朗読劇）

若林区文化
センター

⑥ 3/12㈯ 14:00～
16:00

シンポジウム「感染症災害
にいかに取り組むのか？―
地域レベルにおける感染制
御のあり方」

（定員 ‖200人。申し込み優先）

東 北 大 学 医 学
部 開 設 百 周 年
記念ホール「星
陵 オ ー デ ィ ト
リアム」（青葉
区星陵町2-1）

⑦ 3/9㈬～
12㈯

9:00～
22:00

３がつ11にちをわすれない
ためにセンターの写真・パ
ネル等の展示―「星空と路」
資料室

せんだい
メディアテーク

⑧ 3/9㈬～
5月初旬

9:00～
22:00

定点観測写真展示「定めた
点から観て測る」

⑨ 3/12㈯ 12:30～
14:30

考えるテーブル「3.11キヲ
クのキロク　公開サロン」

⑩ 3/12㈯ 15:00～
18:00

考えるテーブル「草アーカ
イブ会議『アーカイブは誰
のもの？』」

⑪ 3/13㈰ 15:00～
17:30

てつがくカフェ「時を問う」
（要約筆記付き）

●日時

‖

３月12日㈯10:00～18:00　●会場

‖

仙台国際センター会議棟



る
服
装
で　
◦
用
具
貸
し
出
し
有
り

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と
年
齢
を

記
入
）
で
①
２
月
11
日
②
２
月
12
日

③
④
２
月
26
日
ま
で
に
仙
台
市
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
236
・
8
6
9
0
、

℻
236
・
8
6
9
1
、
Ｅ
メ
ー
ルsds

a@
pop21.odn.ne.jp

仙
台
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

弦
楽
四
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
in
国

際
セ
ン
タ
ー
駅

◦
会
場‖

国
際
セ
ン
タ
ー
駅
2
階　

◦
直
接
会
場
へ　
問
文
化
振
興
課
☎

214
・
6
1
3
9

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
講
演

会
「
慢
性
心
疾
患
を
持
ち
な
が

ら
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち

へ
」

◦
日
時‖

2
月
21
日
㈰
午
後
１
時
半

～
３
時
半　
◦
会
場‖

Ｔ
Ｋ
Ｐ
仙
台

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
青
葉

区
花
京
院
１│

２│

３│

２
階
）　

◦
内
容‖

東
北
大
学
病
院
小
児
科
医

師
・
木
村
正
人
氏
に
よ
る
講
演
と
情

報
交
換
会　
◦
定
員‖

50
人
〔
先

着
〕　
申
２
月
8
日
午
前
10
時
か
ら

電
話
で
小
慢
さ
ぽ
ー
と
せ
ん
た
ー
☎

273
・
6
0
0
8
（
平
日
午
前
10
時
～

午
後
４
時
）　
問
子
育
て
支
援
課
☎

214
・
8
1
8
9

八
木
山
動
物
公
園
の
催
し        

八
木
山
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ウ
イ
ー
ク

◦
２
月
14
日
㈰
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
当
日
は
、
動
物
た
ち
に
ハ
ー
ト
の

形
を
し
た
特
別
な
餌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
催
し
も
あ
り
ま
す
（
直
接
会
場

へ
）

動
物
た
く
さ
ん
お
は
な
し
会

◦
日
時‖

2
月
13
日
㈯
午
後
１
時
～

2021

２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　28.２. 1 仙台市政だより　28.２. 1

遊
湯
う
倶
楽
部
（
ゆ
う
ゆ
う
く

ら
ぶ
）

◦
内
容‖

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
予

防
運
動
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
入
浴
、
昼

食
（
①
は
持
参
ま
た
は
予
約
弁
当
）

◦
対
象‖

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
①
10
人
②
30
人
〔
い
ず
れ

も
抽
選
〕　
◦
②
は
J
R
仙
台
駅
東

口
か
ら
送
迎
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　
申
電
話
ま
た

午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
E
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事

項
を
記
入
）
で
せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園

事
務
局
（
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
215
・
３
１
２
９
、
℻
215
・
４
１
４

０
、
E
メ
ー
ルikigai@

sendai-h
w
.or.jp

ア
ニ
パ
ル
仙
台
の
催
し
　
　
　 

ア
ニ
パ
ル
仙
台
出
身
猫
の
「
し
っ
ぽ

ゆ
ら
ゆ
ら
写
真
展
」

　
譲
渡
さ
れ
た
猫
た
ち
が
幸
せ
に
過

ご
し
て
い
る
様
子
を
撮
影
し
た
写
真

展
で
す
。

◦
日
時‖

２
月
12
日
㈮
～
29
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
3
時　
◦
来
場
者
の

投
票
で
受
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
「
人
と
猫
の
よ

り
良
い
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
に
―

組
織
化
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て
」

◦
日
時‖

２
月
８
日
㈪
午
後
２
時
～

４
時　
◦
直
接
会
場
へ

※
い
ず
れ
も
問
ア
ニ
パ
ル
仙
台
（
動

物
管
理
セ
ン
タ
ー
）
☎
258
・
1
6
2

6雪
と
遊
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　 

◦
日
時‖

２
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
２
時　
◦
会
場‖

秋
保
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

４
歳
以
上

の
子
ど
も
と
保
護
者
30
人
〔
先
着
〕

◦
費
用‖

１
人
500
円　
申
２
月
６
日

午
前
10
時
か
ら
電
話
で
秋
保
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
☎
399
・
２
３
２
４

は
フ
ァ
ク
ス
（
申
込
時
の
必
要
事
項

と
①
は
予
約
弁
当
の
有
無
、
②
は
送

迎
希
望
の
有
無
を
記
入
）
で
①
３
月

１
日
②
３
月
７
日
ま
で
に
健
生
㈱
☎

771
・
０
８
５
１
、
℻
375
・
７
１
１
７

問
高
齢
企
画
課
☎
214
・
8
1
6
7

せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園
短
期
集
中

コ
ー
ス

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
◦

費
用‖

１
０
０
０
円　
申
２
月
９
日

宮城野区文化センターの催し仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団
の
催

し知
っ
て
役
立
つ
福
祉
用
具
講
座

◦
日
時‖

３
月
７
日
㈪
午
前
10
時
半

～
11
時
半　
◦
内
容‖

講
座
「
食
事

に
役
立
つ
福
祉
用
具
を
知
ろ
う
！
」

◦
定
員‖

15
人
〔
先
着
〕

テ
ー
マ
別
介
護
講
座

◦
日
時‖

３
月
18
日
㈮
午
後
１
時
半

～
３
時
半　
◦
内
容‖

講
座
「
認
知

症
高
齢
者
の
権
利
を
守
る
成
年
後
見

制
度
」　
◦
定
員‖

60
人
〔
先
着
〕　

※
い
ず
れ
も
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー　
申
２
月
８
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）

で
仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団
☎
215
・

3
7
1
1
、
℻
215
・
3
7
1
8
、
Ｅ

メ
ー
ルsenkaigo@

nifty.com

障
害
の
あ
る
方
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
障
害

の
あ
る
方
各
20
人
〔
抽
選
〕　
◦
持

ち
物‖

屋
内
用
運
動
靴
。
運
動
で
き

１
時
半　
◦
会
場‖

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー　
◦
内
容‖

「
八
木
山
お
は
な

し
や
ま
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
動
物

の
絵
本
や
紙
芝
居
の
上
演　
◦
直
接

会
場
へ

八
木
山
動
物
公
園
う
ら
が
わ
た
ん
け

ん
隊

◦
日
時‖

3
月
６
日
㈰
・
13
日
㈰
午

後
１
時
半
～
２
時　
◦
内
容‖

ラ
イ

オ
ン
た
ち
が
普
段
暮
ら
し
て
い
る
動

物
舎
内
を
飼
育
員
が
案
内
し
ま
す

◦
定
員‖

各
日
40
人
〔
先
着
〕　
申

２
月
24
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

八
木
山
動
物
公
園
は
受
験
生
を
応
援

し
ま
す

◦
期
間‖

3
月
21
日
（
振
休
）
ま
で

◦
内
容‖

期
間
中
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
内
に
受
験
生
応
援
巨
大
絵
馬
が

展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
動
物
の
ふ
ん
を

用
い
た
エ
コ
ペ
ー
パ
ー
で
作
成
し
た

「
合
格
祈
願
―
運
（
う
ん
）
が
つ
く

し
お
り
」
を
差
し
上
げ
ま
す　
◦
巨

大
絵
馬
を
撮
影
し
た
画
像
を
、
ゼ
ブ

ラ
シ
ョ
ッ
プ
の
販
売
員
に
提
示
す
る

と
入
手
で
き
ま
す　
◦
配
布
は
１
人

１
枚
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※
い
ず
れ
も
申
・
問
八
木
山
動
物
公

園
☎
229
・
０
１
２
２

防
火
フ
ェ
ア
　
　
　
　
　
　
　 

　
３
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪
の
春
の
火

災
予
防
運
動
に
先
駆
け
て
、
防
火
フ

ェ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

◦
日
時‖

２
月
23
日
㈫
～
28
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
28
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　
◦
会
場‖

東
北
電
力

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
青
葉
区
一
番
町

3│

7│

1
）　
◦
内
容‖

防
火
に

関
す
る
相
談
、
防
火
パ
ネ
ル
の
展
示
、

防
火
服
等
の
着
装
体
験
、
消
火
器
の

取
り
扱
い
説
明
な
ど　
◦
直
接
会
場

へ　
問
消
防
局
予
防
課
☎
234
・
１
１

１
１

健康増進センターの催し
①シニアステップアップ運動教室
●日時

‖

２月18日・25日、３月３日各木曜
日ア9:30～10:30イ11:00～12:00ウ11:30
～12:30（当日8:45から２階事務室で整理
券を配布。受け付けは各開始時刻の30分前
から10分前まで。 同日は１人１回の参加に
限ります）　●内容

‖

健康づくりや介護予
防のための運動実技　●対象

‖

市内にお住
まいかお勤めのおおむね60歳以上の運動
可能な方各回アウ40人イ25人〔先着〕　●
費用

‖

各回500円　●持ち物

‖

運動着・運
動靴・飲み物・タオル　●直接会場へ
②男のごはんで健康セミナー　目指せ減塩
名人！「だし」から作る味

み そ

噌汁
● 日 時

‖

３月13日 ㈰9:45～12:30　● 内
容

‖

減塩の工夫についての講話と簡単な調
理実習　●対象

‖

市内にお住まいか通勤・
通学している18歳以上の男性15人〔抽選〕
●費用

‖

800円　●持ち物

‖

エプロン・三
角巾・汁わん　申はがきまたはファクス、
Ｅメール（申込時の必要事項と年齢を記入）
で２月25日（必着）までに
③お手軽・とる塩チェック
●日時

‖

３月16日㈬9:50～11:00　●内容‖

身体測定、採尿を行い、ご自身の約24時
間の食塩推定摂取量を調べます（結果表は
後日郵送）　●対象

‖

市内にお住まいか通
勤・通学している18歳以上の方25人〔先
着〕　● 費 用

‖

500円　申２月16日10:00
から電話またはＥメール（申込時の必要事
項と年齢を記入）で
申・問健康増進センター〒981-3133泉区
泉中央2-24-1☎374･6661、FAX374･6664、
Ｅメールtokuho@drive.ocn.ne.jp 

■小鶴老人福祉センター☎236･4171

●費用∥⑤3,500円（テキスト代含む）　申電話または直接施設へ

催し名 日時 定員 受け付け
⑤パソコン講座（タブレット

（アンドロイド）入門）
2/16㈫～18㈭

（全３回）
13:30～
16:00

10人
〔先着〕

2/9
9:30～

⑥はつらつ講座「転倒予防教
室」 2/24㈬ 13:00～

15:00
20人

〔先着〕
2/9

9:30～

■高砂老人福祉センター☎259･7860

申電話または直接施設へ

催し名 日時 定員 受け付け

⑦はじめてのボランティア講座 2/26㈮ 13:30～15:30 25人
〔先着〕

2/6
10:00～

■大野田老人福祉センター☎247･1005
催し名 日時 定員 受け付け

⑧趣味の教室・愛好会発表会
作品展

2/24㈬・
25㈭

10:00～
14:00 ― 直接

会場へ

■泉中央老人福祉センター（〒981-3131泉区七北田
字菅間38☎373･1285）

●費用∥⑩1,000円　申⑩往復はがきに催し名、住所、氏
名（フリガナ）、年齢、電話番号を記入して施設へ郵送また
は持参⑫電話または直接施設へ

催し名 日時 定員 受け付け
⑩フラワーアレンジメント教
室

2/26
㈮ 10:00～12:00 30人

〔抽選〕
2/15

（必着）
⑪映画上映会（ア「おかあさんの
木」イ「拝啓　あいしています」）

2/29
㈪

ア10:00～12:00
イ13:00～15:00

各50人
〔先着〕

直接
会場へ

⑫健康講話「変動する血圧」 3/10
㈭ 14:00～15:00 30人

〔先着〕
2/6

9:30～

⑬マジック発表会 3/18
㈮ 10:15～12:15 30人

〔先着〕
直接

会場へ

催し名等 日時 定員 受け付け
①管理栄養士による介護予防栄養教
室「高血圧」（試食あり） 2/27㈯ 13:00～

15:00
20人

〔先着〕
2/6

9:00～

■亀岡老人福祉センター☎225･2811

申電話または直接施設へ

日
時

会
場

費
用

①3/8㈫

10:00～
14:00
鶴
の
湯
（
太
白
区
長
町

４│

３│

24
）

200円
（予約弁当代

800円）

②3/16㈬

10:00～
15:00

Lラa
楽ラ

リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
グ
リ
ー
ン
グ
リ

ー
ン
（
青
葉
区
作
並
字

二
橋
５│

12
）

2,500円
（昼食・送迎

代を含む）

日
時

内
容
等

対
象

3/2㈬
10:30～14:30

私
流
さ
ん
ぽ
術

（
講
師

‖

N
H
K
仙
台
放
送

局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
相
馬
宏

男
氏
）

市内にお住まいかお勤めの
50歳以上の方50人

〔先着〕

子
育
て 

孫
育
て 

人
育
て

（
講
師

‖

元
古
川
商
業
高
等

学
校
（
現
・
古
川
学
園
高
等

学
校
）
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
監
督
・
国
分
秀
男
氏
）

■「中野小学校児童の眼」写真展
●期間∥２月９日㈫～21日㈰　●会場∥宮城野区中央
市民センター　●内容∥本年度閉校になる中野小学校
の５年生が撮影した、学校生活等の写真パネルの展示
■室内楽セレクション　ミュージック・フロム・パト
ナ「ひろがる」
日時 出演 曲目 会場 入場料（全席自由）
2/28

㈰
15:00
開演

バイオリン／西
本幸弘、ビオラ／
井
い

野
の

邉
べ

大輔、チェ
ロ／三宅進ほか

ロッシーニ「チェ
ロとコントラバス
の た め の 二 重 奏
曲・ニ長調」ほか

宮城野
区文化
センタ

ー

一般2,500円、学
生1,500円、ペア
4,500円

●チケットは宮城野区文化センター、市内プレイガイ
ドにて発売中。宮城野区文化センターでは電話または
ファクス、Ｅメールでも受け付けます
■震災復興交流事業「あなたのオモイ　それぞれのカ
タチ」

日時 内容等 会場
3/1㈫～
3/6㈰

9:00～
17:00 展示「ふるさと蒲生写真展」ほか

宮城野
区文化
センタ

ー
3/5㈯ 14:00

～
朗読のつどい「あの日、あの時、私の記憶」

（出演／婦防みやぎの朗読会ほか）

3/6㈰ 13:30
～

コンサート「つなげよう復興の歌」（出演／
中野小学校、岡田合唱団ほか）

申・問宮城野区文化センター☎257･1213、FAX352･6
221、Ｅメールmiyabun-hall＠hm-sendai.jp

■台原老人福祉センター（〒981-0903青葉区台原森林公
園1-3☎233･3901）

催し名 日時 定員 受け付け

②介護予防運動教室 2/18㈭、
3/3㈭

13:30～15:00
（受け付けは

13:00～13:20）

各日
40人

〔先着〕
直接会場へ

③お楽しみ映画会 2/19㈮ 13:00～15:00 ― 直接会場へ
④台原パソコン教室「パ
ソコン初心者入門」

2/23㈫～25㈭
（全３回） 13:30～16:00 10人

〔抽選］
2/10

（必着）
申④往復はがきに催し名、住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話
番号を記入して施設へ郵送または返信用はがき持参

■郡山老人福祉センター☎308･5332
催し名 日時 定員 受け付け

⑨映画鑑賞会「釣りバカ日誌16」 2/17㈬ 13:30～
15:30

45人
〔先着〕

直接
会場へ

日
時

内
容

会
場

2/13㈯
10:00

～
11:30
①
車
い
す
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

宮城野区中央
市民センター

2/14㈰
10:00

～
12:00
②
卓
球
バ
レ
ー

2/28㈰
10:00

～
11:30
③
卓
球

宮城県障害者
総合体育センター

（宮城野区
幸町4-6-1）

13:30
～

15:00
④
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

老人福祉センターの催し
市内にお住まいの60歳以上の方が対象です（⑧を除く）。催し
の内容、持ち物など詳しくは各センターへお問い合わせください

日
時

出
演

曲
目

2/14㈰

13:00開演

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

の
メ
ン
バ
ー
、
み

や
ぎ
の
「
花
は
咲

く
」
合
唱
団

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

「
美
し
き
ロ
ス

マ
リ
ン
」、「
花

は
咲
く
」
ほ
か

15:00開演

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

の
メ
ン
バ
ー

エ
ル
ガ
ー
「
愛

の
挨あ
い
さ
つ拶

」、ア
ン

ド
レ
・
ギ
ャ
ニ

オ
ン
「
め
ぐ
り

逢あ

い
」
ほ
か

期
間

内
容

配
布
場
所
等

2/7㈰～14㈰
「
な
か
よ
し
カ
ッ
プ
ル

動
物
マ
ッ
プ
」
を
配
布

（
各
日
約

100
枚
）
し
、
仲

良
し
の
カ
ッ
プ
ル
動
物

を
紹
介
し
ま
す

西門・東門
券売所

シ
マ
ウ
マ
展
示
場
前
の

写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で

記
念
撮
影
を
し
た
方
各

日
50
組
〔
先
着
〕
に
、
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す

東門売店、ゼブラ
ショップ

（撮影した画像を
販売員に提示）

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入
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２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　28.２. 1

頭
の
健
康
「
生
き
活
（
い
）
き

楽
習
（
が
く
し
ゅ
う
）
教
室
」

　
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教
授
の
研

究
成
果
に
基
づ
い
て
、
読
み
書
き
や

簡
単
な
計
算
で
脳
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
の
交
流
等

を
行
う
教
室
で
す
。

◦
期
間‖

４
月
～
８
月

◦
費
用‖

月
額
３
千
円　
◦
１
人
当

た
り
の
学
習
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

詳
し
い
時
間
帯
等
は
受
講
決
定
後
に

お
知
ら
せ
し
ま
す　
申
往
復
は
が
き

に
申
込
時
の
必
要
事
項
と
年
齢
を
記

入
し
て
２
月
26
日（
必
着
）ま
で
に
①

宮
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
989│

3125
青
葉
区
下
愛
子
字
観
音
堂
27│

１
☎
392
・
６
３
８
２
）
②
泉
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
981│

3131
泉
区
七
北

田
字
道
48│

12
☎
372
・
７
８
４
８
）

野
草
園
の
催
し　
　
　
　
　
　

 

①
草
木
染
め
資
料
展

◦
期
間‖

２
月
７
日
㈰
～
29
日
㈪

②
冬
季
特
別
開
園

◦
期
日‖

２
月
11
日
㈷　
◦
当
日
は

入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

③
冬
の
野
草
園
自
然
観
察
会

◦
日
時‖

２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
定
員‖

20
人
〔
先
着
〕

◦
暖
か
い
服
装
で

22

申
電
話
で
２
月
10
日
ま
で
に
仙
台
市

知
的
障
害
者
関
係
団
体
連
絡
協
議
会

☎
211
・
5
0
3
0

精
神
障
害
者
地
域
社
会
交
流
促

進
事
業
「
市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ

ム
」

◦
会
場‖

東
北
福
祉
大
学
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
3
階
（
青
葉
区
国

見
1│

19│

1
）　
申
２
月
８
日
午

前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を

記
入
）
で
東
北
福
祉
大
学
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
728
・
６
6
3
0
、
℻
728
・
6
6
4

0
、
E
メ
ー
ルhealth@

tfu-m
ai

l.tfu.ac.jp　

問
障
害
者
支
援
課
☎

214
・
８
１
６
５

復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
講
演
会

＆
（
ア
ン
ド
）
コ
ン
サ
ー
ト
―

こ
と
ば
の
力
、
音
楽
の
力
」 

申
２
月
８
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
（
申
込

時
の
必
要
事
項
を
記
入
）
で
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
215
・
３
１
７
０
、

℻
215
・
４
１
４
０
、Ｅ
メ
ー
ルkour

yu4@
sendai-hw

.or.jp

視
覚
障
害
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ミ
ニ
講
座

◦
日
時‖

２
月
24
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
45
分　
◦
会
場‖

旭
ケ
丘
市
民

セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

視
覚
障
害
の

あ
る
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の

講
義
と
実
技　
◦
定
員‖

20
人
〔
先

着
〕　
申
２
月
８
日
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
仙
台
市
中
途
視
覚
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
212
・
１
１
３
１

視
覚
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
説
明
会

◦
日
時‖

２
月
24
日
㈬
午
前
10
時
～

正
午　
◦
会
場‖

障
害
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

調
理
に
関
す

る
工
夫
や
便
利
グ
ッ
ズ
の
紹
介　
◦

対
象‖

視
覚
障
害
の
あ
る
方　
申
２

月
８
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
日
本
盲
導
犬
協
会
☎

226
・
3
9
1
0
、
℻
226
・
３
９
９
０

市
民
医
学
講
座
「
高
齢
者
の
お

し
っ
こ
の
悩
み
、
過
活
動
膀
胱

（
ぼ
う
こ
う
）
と
夜
間
頻
尿
」

◦
日
時‖

２
月
18
日
㈭
午
後
１
時
半

～
２
時
半　
◦
会
場‖

急
患
セ
ン
タ

ー
（
若
林
区
舟
丁
64│

12
）　
◦
直

接
会
場
へ
。
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま

せ
ん　
問
健
康
政
策
課
☎
214
・
8
5

２
６

難
病
に
関
す
る
講
演
会
「
難
病

と
生
き
る
―
進
行
性
筋
疾
患
と

共
に
歩
む
人
生
」

◦
日
時‖

３
月
12
日
㈯
午
後
１
時
半

～
２
時
45
分　
◦
会
場‖

障
害
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー　
◦
定
員‖

60
人

〔
先
着
〕　
◦
講
師‖

（
特
活
）
遠

位
型
ミ
オ
パ
チ
ー
患
者
会
代
表
・
織

田
友
理
子
氏　
申
２
月
８
日
午
前
９

時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
申

込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）
で
障
害

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
771
・
６
５

１
１
、
℻
371
・
７
３
１
３

難
病
医
療
相
談
会　
　
　
　
　

 

◦
日
時‖

２
月
28
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時　
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー　
◦
内
容‖

口こ
う
く
う腔

ケ
ア
と
健
康
体

操
に
つ
い
て　
◦
定
員‖

50
人
〔
先

着
〕　
申
２
月
８
日
午
前
10
時
か
ら

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
申
込
時
の

必
要
事
項
を
記
入
）
で
宮
城
県
患

者
・
家
族
団
体
連
絡
協
議
会
☎
796
・

９
１
３
０
、
℻
211
・
１
７
８
１　
問

障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
771
・

６
５
１
１

仙台市政だより　28.２. 1

④
草
木
染
め
「
ど
ん
ぐ
り
山
の
染
め

工
房
」

◦
日
時‖

２
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
午

前
10
時
～
正
午　
◦
内
容‖

植
物
染

料
で
ハ
ン
カ
チ
を
染
め
ま
す　
◦
定

員‖

各
日
10
人
〔
先
着
〕　

◦
持
ち

物‖

炊
事
用
手
袋
・
エ
プ
ロ
ン　
◦

費
用‖

各
日
500
円

※
③
④
の
申
２
月
６
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で　
申
・
問
野
草
園
☎
222
・

２
３
２
４

視
覚
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
生

活
教
室

①
ヨ
ガ
教
室

◦
日
時‖
２
月
28
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時　
◦
持
ち
物‖
タ
オ
ル
・
飲
み

物
。
動
き
や
す
い
服
装
で

②
簡
単
料
理
教
室

◦
日
時‖

３
月
６
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時
半　
◦
内
容‖

火
を
使
わ
な
い

で
作
る
お
か
ず
を
調
理
し
ま
す　
◦

費
用‖

500
円　
◦
持
ち
物‖

エ
プ
ロ

ン
・
タ
オ
ル　

※
い
ず
れ
も
◦
会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
視
覚

障
害
の
あ
る
方
各
20
人
〔
抽
選
〕　

申
電
話
で
①
2
月
19
日
②
３
月
1
日

ま
で
に
仙
台
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協

会
☎
213
・
5
8
1
1

大
倉
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
催

し①
大
倉
・
雛ひ
な

祭
り

◦
日
時‖

２
月
12
日
㈮
～
３
月
６
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時　
◦
内
容

‖

古
民
家
に
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま

す
。
３
月
３
日
は
甘
酒
を
振
る
舞
い

ま
す
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）　
◦

直
接
会
場
へ

②
親
子
で
雪
遊
び
し
よ
う

◦
日
時‖

２
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
3
時　
◦
内
容‖

そ
り
や
ス
ノ

ー
モ
ー
ビ
ル
に
乗
っ
た
り
、
親
子
対

抗
で
的
当
て
を
し
た
り
し
ま
す　
◦

対
象‖
親
子
20
組
〔
先
着
〕　
◦
費

用‖

1
組
2
4
0
0
円（
昼
食
付
き
）

③
野
鳥
の
観
察
と
巣
箱
作
り

◦
日
時‖

３
月
6
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
3
時　
◦
内
容‖

野
鳥
の
生
態

を
観
察
し
、
巣
箱
を
作
り
ま
す　
◦

対
象‖

親
子
15
組
〔
先
着
〕　
◦
費

用‖

1
組
１
5
0
0
円（
昼
食
付
き
）

※
②
③
の
申
２
月
６
日
午
前
10
時
か

ら
電
話
で　
申
・
問
大
倉
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
☎
391
・
2
0
6
０

学
び
の
ま
ち
仙
台
・
市
民
カ
レ

ッ
ジ
「
若
者
の
困
難
を
考
え
る

―
私
た
ち
周
り
の
人
が
で
き
る

こ
と
」　　
　
　

 

　
社
会
に
う
ま
く
適
応
で
き
ず
に
い

る
若
者
が
抱
え
る
困
難
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

◦
会
場‖

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

◦
定
員‖

各
30
人
〔
抽
選
〕　
申
往

復
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
申
込

時
の
必
要
事
項
と
受
講
希
望
日
を
記

入
し
て
２
月
17
日
（
必
着
）
ま
で
に

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
983│

0852
宮
城
野
区
榴
岡
４│

１│

８
☎

295･

０
４
０
３
、
℻
295
・
0
8
1
０
）

お
持
ち
帰
り
フ
ェ
ア　
　
　
　

 

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た

日
用
品
や
家
具
な
ど
を
展
示
し
、
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
催
し
で
す
。

◦
期
間‖

２
月
11
日
㈷
～
14
日
㈰　

◦
会
場‖

今
泉
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
方　
◦
提
供
内
容‖

小
物
、

日
用
雑
貨
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
家
具
な

ど
総
数
約
250
点
（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ

ク
ル
品
）　
◦
提
供
は
1
家
族
１
点

ま
で
。
各
日
午
前
8
時
45
分
か
ら
整

理
券
を
配
布
し
ま
す　
◦
無
く
な
り

次
第
終
了　
問
今
泉
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
☎
289
・
６
４
０
１

２
月
の
お
知
ら
せ

障
害
の
あ
る
方
の
雇
用
促
進
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
付
き
）

◦
会
場‖

太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー
楽ら

楽ら

楽ら

ホ
ー
ル　
◦
直
接
会
場
へ　
問

障
害
者
支
援
課
☎
214
・
８
１
６
４
、

℻
223
･
3
5
7
3

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

◦
日
時‖

２
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
１
時　
◦
会
場‖

太
白
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に

お
住
ま
い
で
知
的
障
害
の
あ
る
15
歳

以
上
の
方
（
在
学
中
の
方
を
除
く
）

16
人
〔
抽
選
〕。
付
き
添
い
可　
◦

費
用‖

900
円
（
付
き
添
い
の
方
は
500

円
）　
申
電
話
で
２
月
10
日
ま
で
に

仙
台
市
知
的
障
害
者
関
係
団
体
連
絡

協
議
会
☎
211
・
5
0
3
0

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

◦
日
時‖

２
月
27
日
㈯
午
前
９
時
半

～
10
時
半
、
午
前
11
時
～
正
午　
◦

会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ　
◦
対
象‖

市

内
に
お
住
ま
い
で
知
的
障
害
の
あ
る

15
歳
以
上
の
方
（
在
学
中
の
方
を
除

く
）
各
回
10
人
〔
抽
選
〕。
付
き
添

い
可　
◦
費
用‖

各
回
１
６
０
０
円

のびすくの催し
■のびすく仙台☎726･6181

催し名（内容） 日時 対象等 受付
グループ相談「ひ
とり親の子育て」

（子育てや仕事の
こと、自分のこと
についての話し合
い）

2/20㈯
10:00～
11:30

乳幼児を育児中のひと
り親の方８人〔先着〕
●託児あり（6カ月～
未就学児８人〔先着〕。
子ども１人300円。要
申し込み）

2/7
9:30
～

みんなであそぼう
（手遊びやふれあ
い遊び、読み聞か
せなど）

2/25㈭
14:00～
14:20

乳幼児と保護者
直接
会場
へ

■のびすく泉中央☎772･7341
催し名（内容） 日時 対象 受付

２・３歳児タイム―まめっ
ちょ（親子で体を動かして
遊びます）

2/16㈫
14:00～
15:00

２・３歳 児
と保護者

直接
会場へ

のびすくシアター（乳幼児
も楽しむことができる短編
アニメの上映）

2/20㈯
11:00～
11:３0

乳幼児と
保護者

直接
会場へ

■のびすく長町南☎399･7705
催し名（内容） 日時 対象 受付

ふふふの時間（親子で
楽しむ「笑いの体操」
と、おしゃべりサロン
の時間です）

2/17㈬
14:22～
15:00

未就学児と保護者
直接
会場
へ

パパ1
イレブン
1「お父さん出

番ですよ！」（子ども
と一緒に音楽に合わ
せて体を動かします）

2/27㈯
11:00～
11:30

１歳ごろまでの
乳幼児と父親10組

〔先着〕
（母親と一緒の

参加も可）

2/20
9:30
～

■のびすく宮城野☎352･9813
催し名（内容） 日時 対象 受付

お誕生会（２月生まれのお
子さんをお祝いします。軍
手人形づくりや手形取り
も行います）

2/22㈪
10:30～
11:10

２月生まれの
乳幼児と保護者

20組
〔先着〕

2/9
9:00
～

パパとあそぼう（職員によ
るふれあい遊びを行いま
す）

2/27㈯
10:30～
11:00

０～３歳児と
父親10組
〔先着〕

2/12
9:00
～

※いずれも申・問電話または直接施設へ

日
時

会
場

対
象

①
毎週水曜
日または
木曜日
9:50
～

11:50
宮
城
社
会

福
祉
セ
ン

タ
ー

市内にお住まい
の60歳以上の方
各５人〔抽選〕

②

毎週
金曜日
9:40
～

11:40

泉
社
会
福

祉
セ
ン
タ

ー

日
時

内
容

2/28
㈰

10:00～12:00
仙
台
大
学
学
長
・
阿
部
芳よ
し

吉き
ち

氏
に

よ
る
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若

者
の
現
状
等
に
つ
い
て
の
講
話

3/6
㈰

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
、
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト

に
つ
い
て
の
講
話

3/13
㈰

（
特
活
）自
閉
症
ピ
ア
リ
ン
ク
セ
ン

タ
ー
こ
こ
ね
っ
と
に
よ
る
、
発
達

障
害
に
つ
い
て
の
講
話

日
時

内
容
等

対
象
会
場

3/5㈯
13:00～15:45

講
演
会
「
詩
の
こ
と
ば
は

生
き
る
力
」（
講
師

‖

詩

人
・
清
岳
こ
う
氏
）

市内にお住まいかお勤
めの方280人〔先着〕

シルバーセンター

コ
ン
サ
ー
ト
（
出
演

‖

榊
原
光
裕
氏（
ピ
ア
ノ
）、

Hハ
ッ

ピ

ー

a
p
p
y  

T
ト

コ

o
c
o

（
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
・

ド
ラ
ム
）
ほ
か
）

日
時

内
容

2/12㈮
13:30

～
14:10
障
害
者
雇
用
貢
献
事
業
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈
式

14:20
～

16:00
記
念
講
演
会
「
新
潟
ワ
コ
ー
ル

縫
製
株
式
会
社
に
お
け
る
障
害

者
雇
用
の
実
践
」

日
時

内
容
／
講
師
等

定
員

2/20㈯
13:00～15:30

◦
あ
い
さ
つ
／
東
北
大
学
名
誉

教
授
・
佐
藤
光み

つ
も
と源

氏

◦
基
調
講
演
／
東
北
福
祉
大
学

教
授
・
西
尾
雅
明
氏

◦
公
開
討
論
会
「
私
と
こ
こ
ろ

の
病
気
」
／
仙
台
と
岡
山
の
精

神
障
害
当
事
者
、
仙
台
と
埼
玉

の
家
族
会
の
方

130人
〔先着〕

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

博物館のお知らせ

■企画展展示解説

■「仙台市史」完結・仙台市地下鉄東西線開業記念
企画展　せんだい再発見！―こんなことわかりまし
た。平成の「仙台市史」
●期間‖２月28日㈰まで　●常設展観覧料が必要

日時 内容

2/19㈮
11:00～11:30 伊達政宗文書
13:00～13:30 能　摺

す り あ げ

上
●常設展観覧料が必要　●直接会場へ
■企画展関連講座「こんなことわかりました。仙台市
史」　自然編「仙台の地形」、考古編「近世の陶磁器」
●日時‖２月13日㈯13:00～15:30　●定員‖200
人〔先着〕　●講師‖東北学院大学教授・松本秀明 
氏ほか　●直接会場へ
■旬の常設展2015―2016冬「仙台藩の能」ほか
　２月７日㈰まで重要文化財「塵

じ ん か い

芥集
しゅう

」を、２月９
日㈫からは雛調度を展示します。
●期間‖３月６日㈰まで
■プレイミュージアムイベント「折り雛で桃の節句」
●期間‖３月６日㈰まで　●常設展観覧料が必要
●直接会場へ
■変身タイム「桃山時代のお姫様や支倉常長に変
身！」（手話通訳・要約筆記通訳付き）
●日時‖２月27日㈯13:30～15:00　●内容‖桃山
時代様式の打ち掛け・小袖と立ち姿の「支倉常長像

（模写）」に描かれている衣装（再現。最適身長は160
～170cm）の試着体験　●定員‖姫９人、常長９人

〔いずれも抽選〕　申往復はがきに申込時の必要事項
と希望する衣装（姫・常長のいずれか）、中学生以下
は学年、手話通訳または要約筆記通訳を希望の方は
その旨も記入して2月10日までに博物館「変身」係

申・問博物館〒980-0862青葉区川内26
☎225･3074、FAX225･2558

◆仙台市博物館T
ツ イ ッ タ ー

witterをご利用ください
　博物館の展覧会や催しなどの情報を発信しています。
●仙台市博物館Twitterページ‖https://twitte
r.com/sendai_shihaku
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申・問①③④エル・ソーラ仙台☎268･8302②エル・
パーク仙台☎268･8300、FAX268･8304

※いずれも●託児あり（①０歳～未就学児。無料②
～④６カ月～小学１年生。子ども１人300円。いずれ
も要申し込み）　申２月６日9:00から①③④電話で

（託児は①２月25日正午③３月３日④３月17日まで
に）②電話またはファクス（申込時の必要事項と託児
希望の方は子どもの年齢を月齢まで記入）で（託児
は２月18日までに）。②はホームページhttp://ww
w.sendai-l.jp/からも申し込めます

男女共同参画推進センターの催し
①離婚に悩む女性のためのミニセミナー
　離婚成立までの流れ、財産分与や親権など離婚に関
する基本的な知識についてお話しします。
●日時 ‖２月26日㈮10:30～11:30　●会場 ‖エル・
ソーラ仙台　●対象 ‖女性15人〔先着〕
②ジェンダー論公開講座「男女平等先進国『北欧』を
知る」
　働き方や政治参加などの視点から、北欧諸国で男女
平等意識がどのように浸透したのかを考えます。
●日時 ‖２月27日㈯13:30～15:00　●会場 ‖ エル・
パーク仙台　●定員 ‖50人〔先着〕　●費用 ‖1,000円
③シングルマザーズカフェ
　子育て中のシングルマザー同士、気持ちや気づきを
共有し、暮らしを生き生きと楽しむ力を育みます。
●日時 ‖３月12日㈯10:30～12:00　●会場 ‖エル・
ソーラ仙台　●対象 ‖小学生以下の子どもがいる母子
家庭の母15人〔先着〕
④女性のためのこころのケア講座「自尊心―私の力、
再発見！」
●日時 ‖３月27日㈰13:30～15:30　●会場 ‖エル・
ソーラ仙台　●対象 ‖ 夫や恋人の暴力などで傷つい
た経験のある高校生以上の女性20人〔先着〕　●費用

‖500円

問①③仙台市市民文化事業団☎727･1875②
アイズミティ21☎375･3101イ聖和学園短期
大学☎376･3151

仙台市市民文化事業団の催し
①R

リ

E:プロジェクト記録展
　震災で大きな被害を受けた地域の暮らしを
伝える取り組み「RE:プロジェクト」。これ
までの活動を振り返るとともに、震災から
５年を迎えようとしている地域の姿をお伝え
します。
●期間 ‖２月２日㈫～26日㈮　●会場 ‖ 市
役所本庁舎１階ギャラリーホール

②イズミティ21ロビーイベント　　

●会場 ‖イズミティ21　●直接会場へ

日時 内容 出演

ア 2/17
㈬

14:00
～
15:00

街の詩を奏でる／
２月（詩の朗読・楽
器演奏・合唱）

詩人・武田こう
じ、常盤木学園
高等学校音楽科

イ 2/18
㈭

13:30
～
14:15

楽しい音と遊びのフ
ァミリーコンサート
（ハンドベル演奏と
子ども向けの劇）

聖和学園短期大
学保育学科

③東日本大震災　心の復興祈念コンサー
ト―ヨハネス・ブラームス「ドイツ・レ
クイエム」
●日時 ‖３月８日㈫19:00開演（プレトーク
18:20～18:40）　●会場 ‖ イズミティ21　
●入場料（全席自由・前売り） ‖一般3,000
円、学生1,500円　●未就学児は入場できま
せん　●チケットは仙台市市民文化事業団、
イズミティ21ほかで発売中

仙台文学館の催し

申・問仙台文学館〒981-0902青葉区北根2-7-1☎271･3020、
FAX271･3044

①新春ロビー展「100万人の年賀状展」
●期間‖２月11日㈷まで
②企画展「井上ひさしの江戸―井上ひさし資料特集展」
●期間‖４月10日㈰まで　●観覧料‖一般500円、高校生
200円、小・中学生100円
③学芸員による展示解説
●日時‖２月11日㈷・27日㈯13:30～　●直接会場へ　●
企画展観覧料が必要

⑤講演会「井上ひさしの描く〈江戸〉―『戯作者銘々伝』を
中心に」
●日時‖３月12日㈯13:30～15:00　●講師‖法政大学総
長・田中優子氏　●定員‖100人〔抽選〕　●企画展観覧券
の半券が必要

④展示室劇場（リーディング）「伊能忠敬先生に叱られて」
●日時‖２月28日㈰、３月６日㈰13:30～14:40　●出演‖
日本朗読検定協会認定プロフェッサー・ウィリーささき。　
●定員‖30人〔先着〕

⑥小池光
ひかる
短歌講座

●日時‖３月５日㈯13:30～15:30　●定員‖80人〔抽選〕
●費用‖1,000円
⑦東日本大震災から５年　東北から文学を考える「東北文学
フェスティバル」
●日時‖３月20日㈷14:00～16:30　●会場‖せんだいメデ
ィアテーク　●内容‖東北ゆかりの作家による、東北を舞台
にした短編小説の朗読会とシンポジウム　●出演‖作家・熊
谷達也、作家・柳美里、詩人・和合亮一、評論家・若松英輔
●定員‖250人〔抽選〕　●未就学児は参加できません
④～⑦の申④２月７日10:00から電話またはファクス（申込
時の必要事項と希望日を記入して）で⑤～⑦往復はがきに
申込時の必要事項を記入して（⑦のみ１枚につき２人まで）
⑤２月26日⑥２月10日⑦３月４日（いずれも必着）までに

  　プラネタリウム（投映時間各回45分）

●観覧料‖一般600円、高校生350円、小・中学生250円

番組 投映日（休館日、
2/6・7を除く） 開始時刻

星空の
時間 今夜の星空散歩

土・日曜日 10:00、13:00、16:00
月・火・木・金曜日
（2/18を除く） 14:30、16:00

こどもの
時間

プラネくんとあそぼう！
―クイズスペシャル・冬 土・日曜日、祝日 11:30

ムーミン谷の物語 土・日曜日、祝日 14:30

  　ナイトプラネタリウム（投映時間約25分～30分）
番組 投映日（各土曜日） 開始時刻 観覧料

赤い大地ナミブ砂漠に生きる―
ホットスポット最後の楽園より 2/13・20・27、

3/5
18:40 一般500円、小学生

～高校生200円ユニバース―神秘と驚異の宇宙 19:40

天文台の催し

問天文台☎391･1300

  　震災特別番組「星空とともに」（投映時間約40分）
●日時‖２月13日～３月５日の毎週土曜日17:40～　●当日9:00か
ら整理券を配布
  　天文台まつり2016
●日時‖２月６日㈯・７日㈰9:00～21:30（７日は17:00まで）　●内
容‖天体観望会、ものづくりワークショップ、プラネタリウム特別投
映など　●当日は、展示室・プラネタリウム・天体観望会は無料です
●プラネタリウムやワークショップなど整理券が必要なイベントは、
当日9:00から配布します

  　天体観望会
●日時‖毎週土曜日19:30～21:30　●内容‖クリムゾンスター、オリ
オン星雲などを、口径1.3mの「ひとみ望遠鏡」で観察します　●費
用‖高校生以上200円、小・中学生100円　●直接会場へ　●晴天時
に実施。実施の有無については当日お問い合わせください

  　移動天文台―ベガ号で星空ウオッチング
●日時／会場‖２月12日㈮19:00～21:00／杜の広場公園（ゼビオア
リーナ仙台（太白区あすと長町1-4-10）東隣）、３月４日㈮19:00～
21:00／七北田公園　●直接会場へ　●晴天時に実施。実施の有無につ
いては当日お問い合わせください

  　武田康男　空のふしぎ写真展
●期間‖３月31日㈭まで
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七
北
田
公
園
都
市
緑
化
ホ
ー
ル

の
催
し

春
を
集
め
る
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展

◦
期
間‖
３
月
１
日
㈫
～
13
日
㈰

市
民
園
芸
講
座

申
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

※
い
ず
れ
も
申
･
問
七
北
田
公
園
都

市
緑
化
ホ
ー
ル
☎
375
・
9
9
1
1

水
の
森
公
園
の
森
の
学
習
室    

申
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

（
特
活
）
み
ど
り
十
字
軍
☎
090
・
８

２
５
7
･
9
2
4
5　
問
仙
台
市
公

園
緑
地
協
会
☎
293
・
３
５
８
３

市民センターの

※市民センターの休館日は、
月曜日、祝休日の翌日

（土・日曜日、祝休日を除く）

◎はがき等による申し込みは「講座名、住所、氏名（親子、家族参加の場合は全
　員分）、年齢（小・中学生は学校名、学年）、電話番号、ファクス番号｣を記入

※市政だよりに掲載している講座のほかにも、市民センターではさまざまな講座・
　催しを企画しています。各市民センターでお配りしている市民センター事業ガイ
　ドや、ホームページ（http://www.sendai-shimincenter.jp/）をご覧ください

連続で開催される講座

センター名 講座名 内容 対象・定員 日時等 費用 申込方法

青
葉
区

旭ケ丘市民センター
☎271･4729
〒981-0904 旭ケ丘3-25-15

ボランティア講演会
「自らの意志で人生を
豊かに生きる」

昔の人から学び未来に
何を伝えるか、能から
学びます

どなたでも 2/13㈯ 10:00～11:45 無料 不要
直接会場へ

宮城西市民センター
☎393･2829
〒989-3432 熊ケ根字石積47

「西部地区の輝き」　写
真が伝える　上愛子―
作並―大倉

古き良き仙台の姿を色
濃く残す西部地区を写
真と映像で紹介します

どなたでも
2/26㈮～3/2㈬ 10:00～19:00
※会場‖東北工業大学一番町ロ
ビー（青葉区一番町1-3-1）

無料 不要
直接会場へ

宮
城
野
区

宮城野区中央市民センター
☎791･7015
〒983-0842 五輪2-12-70

ロビーコンサート新春
編

陸上自衛隊東北方面音
楽隊によるアンサンブ
ルコンサート

どなたでも・
80人〔先着〕 2/17㈬ 12:00～12:40 無料 不要

直接会場へ

ブックトークと漱石
「坊っちゃん」の世界

夏目漱石没後100年を記
念した名作にまつわる
お話

どなたでも・
40人〔先着〕 2/20㈯ 14:00～15:30 無料 不要

直接会場へ

榴ケ岡市民センター
☎299･5666
〒983-0842 五輪1-3-1

東口ゆうえんち 「真冬のおばけやしき」
をお楽しみください 小学校低学年 2/20㈯ 13:00～15:00

※会場‖生涯学習支援センター 無料 不要
直接会場へ

若
林
区

若林区中央市民センター
☎282･1173
〒984-0827 南小泉1-1-1

まなびごっこ「映画上
映会」

町の保安官が無法者か
らの復

ふくしゅう

讐に立ち向かう
「真昼の決闘」の上映

どなたでも・
96人〔先着〕 2/19㈮ 13:30～15:00 無料 不要

直接会場へ

太
白
区

東中田市民センター
☎242･1185
〒981-1101 四郎丸字吹上51

ほっこりサロン
ハンドマッサージ、タ
ッピングタッチでリラ
ックスして過ごします

どなたでも 2/16㈫ 14:00～15:00 茶菓代
50円

不要
直接会場へ

泉
区

松森市民センター
☎776･9510
〒981-3111 松森字城前9-2

松森アフタヌーンコン
サート

文
ぶん

京華さんのピアノ演
奏をお楽しみください どなたでも 2/20㈯ 14:00～15:00 無料 不要

直接会場へ

南中山市民センター
☎379･4780
〒981-3213 南中山2-24-12

和楽器の魅力―しの
笛・筝

こと

・尺八の調べ
日本古来の和楽器の音
色をお楽しみください どなたでも 2/25㈭ 10:00～11:30 無料 不要

直接会場へ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

日
時

内
容
等

定
員

2/13
㈯

10:00～11:30

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
鉢
栽

培

40人
〔先着〕

2/14
㈰

木
の
実
で
仲
間
づ
く
り

「
お
ひ
な
さ
ま
」（
費
用

∥

100
円
）

10人
〔先着〕

2/20
㈯

松
ぼ
っ
く
り
の
立た
ち
び
な雛

づ

く
り
（
費
用

∥

100
円
）
20人
〔先着〕

2/21
㈰

10:00～11:30、
13:30～15:00

バ
ラ
の
香
り
の
ハ
ン
ド

ク
リ
ー
ム
づ
く
り
（
費

用

∥

１
０
０
０
円
。
持

ち
物

∥

ゴ
ム
べ
ら
・
薄

手
の
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
）
各回10人
〔先着〕

3/4
㈮

10:00～
11:30
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の

上
手
な
育
て
方

40人
〔先着〕

3/5
㈯

10:00～11:30、
13:30～15:00

ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
の
寄
せ
植
え

（
費
用

∥

３
７
０
０
円
。

持
ち
物

∥

園
芸
用
は
さ

み
・
手
袋
・
持
ち
帰
り

用
の
箱
）

各回15人
〔先着〕

日
時

内
容
等

定
員

2/20
㈯

10:00～12:00

樹
木
の
冬
芽
の
観
察

（
暖
か
い
服
装
で
）

各20人
〔先着〕

2/28
㈰

藪や
ぶ

こ
ぎ
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

Ａ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

（
暖
か
い
服
装
で
）

申⑥⑦２月９日10:00から電話または直接施設へ①～⑤
⑧～⑪直接会場へ　申・問①⑤⑥⑦⑩市民図書館☎26
1･1585②③④⑧⑨⑪せんだいメディアテーク☎713･4
483

⑨シネバトル・ライブラリー
　「シネバトル」でこれまで紹介された映画作品や関連資
料を紹介します。
●期間‖２月24日㈬まで②ふれる読書、きく読書―バリアフリー関連展示

　メディアテークが所蔵するバリアフリーの関連資料を紹
介します。
●日時‖２月20日㈯13:00～18:00、21日㈰10:00～17:00

①3.11震災文庫関連資料展示
　東日本大震災関連の書籍や新聞、雑誌などを紹介します。
●日時‖２月20日㈯13:00～18:00、21日㈰10:00～17:00

⑧シネバトルチャンピオン大会
　３分間でおすすめ映画作品を紹介しあう、映画好き必見
のトークバトルです。
●日時‖２月21日㈰15:00～16:30　●定員‖50人〔先着〕

⑦大人のための「輪読」―「銀河鉄道の夜」を読む
　在仙ボイスパフォーマーが、数人で同じ本を順番に読ん
でいく「輪読」の楽しみ方を紹介します。
●日時‖２月21日㈰14:30～16:30　●定員‖10人〔先着〕

⑥五感を生かせ！読書のバリアフリー体験スタンプラリー
　さまざまなバリアフリーをゲーム感覚で体験します。
●日時‖２月21日㈰12:30～14:00　●定員‖２人１組で
10組〔先着〕　

⑤外国絵本のおはなし会―カナダ編
　絵本の読み聞かせや、外国の文化や遊びの紹介をします。
●日時‖２月21日㈰11:00～11:45　●定員‖20人〔先着〕

④てつがくカフェ「トモダチって？」（要約筆記付き）
　「トモダチって？」をテーマに参加者同士で対話します。
●日時‖２月20日㈯15:00～17:30　●定員‖50人〔先着〕

③朗読劇「みそかの月―『山崎陽子の世界』より」
　「朗読ミュージカル」で有名な山崎陽子の脚本を朗読劇
で紹介します。
●日時‖２月20日㈯13:00～14:00　●定員‖50人〔先着〕

⑩おはなしのへや
日時 団体名等 対象 定員

2/20
㈯

10:30～11:00 みやぎ親子読書をすすめる会 ２・３歳児

各
20人
〔先着〕

11:15～11:45 ４カ月～１歳児

13:00～13:30 ブックトークボランティア
「ランプ」

小学校高学年
以上

14:00～14:30 おはなしぷーさん 幼児以上
15:00～15:30 おはなしてんとうむし（ス

トーリーテリング）
幼児以上

15:45～16:15 一般

2/21
㈰

11:00～11:30 まほうの手（手話） 幼児以上
14:00～14:30 おはなしぷーさん 幼児以上
15:00～15:30 仙台手をつなぐ文庫の会 幼児以上

16:00～17:00 仙台市民図書館（星博士の星
ばなし）

小学校低学年
以上

としょかん・メディアテークフェスティバル ◆期日∥２月20日㈯・21日㈰
◆会場∥せんだいメディアテーク

⑪おしゃべり上映会
　最新映像から秘蔵フィルムまで、えりすぐりの作品を上
映します。

日時 プログラム名 定員
2/20
㈯

13:30～15:00 「戦後間もない秋保温泉他」ほか

各
180人
〔先着〕

15:30～16:30 「1978年宮城県沖地震の記録」ほか

2/21
㈰

10:30～13:30 「『黒川郡大和町の曽根つき子さんの語り』をみてはなす」
14:00～15:30 「伝言料理」ほか
16:00～17:00 「E

エキス ポ
XPO70―人類の広場」ほか

⑦泉海洋センター☎373･9561　⑧今泉運動場☎289･423
5　⑨中田温水プール☎306･5971

申費用を添えて直接施設へ（⑦は電話も可）

施
設 教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

⑦
春のちびっこ
サッカー教室

ア４歳以上の未就学児
イ小学1～3年生

3/3～24
（４回）

ア16:10
～17:00
イ17:10
～18:00

各
15人
〔先着〕

各
2,500
円

2/8
10:00～

⑧ 春休み短期水泳教室
（５歳～小学生）

3/29～31
(３回)

14:00～
15:00

35人
〔先着〕

3,240
円

2/15
13:00～

⑨ 春季児童短期教室
（５歳～12歳）

3/29～31
（３回）

14:30～
15:30

30人
〔先着〕

3,240
円

2/14
11:00～

　各施設の催しについては、仙台市スポーツ振興事業団ホ
ームページ（http://www.spf-sendai.jp/）もご覧ください。

⑩泉総合運動場☎372･1019
施
設 教室名（対象） 日時 費用等 受付

⑩

さたでいスポーツ
in泉

（未就学児～一般）
2/13 10:00～

16:00

高校生以上
300円

小・中学生
100円

（未就学児無料）
●持ち物‖上靴

直接
施設へ

ちびっこ遊ぼうD
デ ー
AY

（未就学児と保護者） 2/23 10:00～
11:30

300円
（未就学児無料）

直接
施設へ

◆七北田公園体育館の催し

●持ち物∥①タオル・飲み物②バスタオル・飲み物。動きや
すい服装で③ラケット・シューズ・飲み物。動きやすい服装
で　申②往復はがきに申込時の必要事項と乳児の氏名、生年
月日を記入して③電話で　申・問七北田公園体育館（〒981-
3131泉区七北田字赤生津4☎375･9914） 

教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

①プレイルーム
「みんなであそぼう！」
（未就学児と保護者）

2/21、
3/1

14:00～
16:00 ―

各
200円

（保護者）
直接
施設へ

②ベビーマッサージ教室
（乳児と保護者） 2/23 10:00～

11:00
14組
〔抽選〕 500円 2/15

（必着）

③親子バドミントン教室
（小学生と保護者） 2/27 13:30～

16:00
16組
〔先着〕

１組
1,000円

2/12
10:00～

◆スポパーク松森の催し

申電話または直接施設へ☎375･5550

教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

クロールを泳げるように
なろう

（小学生）

2/20～
3/13
（８回）

13:00～
14:30

20人
〔先着〕

2,570
円

2/6
9:00～

（ ）

スポーツ情報

◆スポーツ教室

※教室の参加について健康
上の不安がある方は、事前
に各施設にご相談ください

①シェルコムせんだい☎218･5656（〒981-3124泉区野村
字新桂島前48）　②仙台環境開発スポーツパーク宮城広瀬☎
392･5340（〒989-3124青葉区上愛子字松原39-1）　③葛
岡温水プール☎277･8598（〒989-3121青葉区郷六字葛
岡57-1）　④鶴ケ谷温水プール☎252･1186（〒983-0824
宮城野区鶴ケ谷8-19-1）　⑤水の森温水プール☎277･2713
（〒981-0962青葉区水の森4-1-1）

申往復はがきに申込時の必要事項を記入して施設へ郵送。①は
ホームページhttp://www.spf-entry.jp/からも申し込めます

施
設 教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

①
楽天スクールコー
チによる親子野球
（５歳児～小学３
年生と保護者）

3/6 9:30～
12:00

60組
〔抽選〕

1,000
円

2/19
（必着）

② 小学生水泳
（小学生）

ア4/11・25（２回）
イ4/12～26（３回）
ウ4/13～27（３回）
エ4/14・28（２回）
オ4/8～22（３回）
カキ4/9～30（４回）

ア～オ
16:30～
17:30
カ9:00
～10:00
キ15:00
～16:00

ア～カ
各45人
キ
30人
〔抽選〕

アエ
各

1,810円
イウオ
各

2,710円
カキ
各

3,620円

3/3
（必着）

③ 小学生水泳
（小学生）

ア4/11～25（３回）
イ4/12～26（３回）
ウ4/13～27（３回）
エ4/14・28（２回）
オ4/8～22（３回）

カ～ク
4/9～30（４回）

ア～オ
16:30～
17:30
カ9:00
～10:00
キ14:00
～15:00
ク16:30
～17:30

ア～オ
ク

各50人
カキ
各30人
〔抽選〕

ア～ウオ
各

2,710円
エ

1,810円
カ～ク
各

3,620円

3/3
（必着）

④ ちびっこ水泳
（３～４歳） 4/13～27（３回） 14:30～15:15

15人
〔抽選〕

2,030
円

2/26
（必着）

⑤ 小学生水泳
（小学生）

ア4/18・25（２回）
イ4/12～26（３回）
ウ4/13～27（３回）
エ4/14～28（３回）
オ4/8～22（３回）
カキ4/9～30（４回）

ア～オ
16:30～
17:30
カ9:00
～10:00
キ14:00
～15:00

各40人
〔抽選〕

ア
1,810円
イ～オ
各

2,710円
カキ
各

3,620円

3/1
（必着）

申電話またはファクス（申込時の必要事項を記入）で

⑥根白石温水プール☎376･5124、FAX376･5109
施
設教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

⑥

小学生水泳・
初級

（小学１～
６年生）

ア3/7・14・28（３回）
イ3/2～23（４回）
ウ3/4～25（４回）
エ3/5～26（４回）

アイウ
16:30～
17:30

エ10:00～
11:00

各
20人
〔先着〕

ア
3,240
円

イウエ
各
4,320
円

2/9
10:00
～

水中脂肪燃焼
ウオーキング
（一般）

ア3/1～22
イ3/5～26
(各４回)

ア19:10～
20:00

イ11:10～
12:00

各
25人
〔先着〕

各
3,780
円

2/9
10:00
～

対象年齢　５歳児：平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ



31

受付時間 月日 医　　療　　機　　関

2/7
㈰

内科 胃腸科内科北川医院 青葉区中央3-8-20 ☎223･2652

小児科
めときこどもクリニック 青葉区国見ケ丘1-14-4 ☎278･1041

長町病院 太白区長町3-7-26 ☎746･5161

整形外科 くらた整形外科クリニック 宮城野区岩切字今市東24-2 ☎255･8282

2/11
㈷

内科 長崎医院 青葉区宮町3-7-49 ☎397･9335

小児科
池田クリニック（小児科） 青葉区旭ケ丘2-15-15 ☎233･5502

かわむらこどもクリニック 青葉区高松1-16-1 ☎271･5255

整形外科 しかない整形外科クリニック 青葉区中山9-1-3 ☎277･2330

2/14
㈰

内科 若山医院　内科・循環器内科 青葉区東勝山3-4-5 ☎341･5575

小児科
五十嵐小児科・U歯科 泉区高森4-2-536 ☎377･4832

宮林こどもクリニック 宮城野区岩切字今市東18-2 ☎255･2555

整形外科 上杉山整形外科クリニック 青葉区上杉5-8-40 ☎797･0488

2/21
㈰

内科 小野寺内科小児科胃腸科医院 青葉区昭和町1-29 ☎234･4743

小児科
かやま小児科医院 青葉区昭和町2-27 ☎234･8870

せきこどもクリニック 宮城野区福室5-9-40 ☎388･8864

整形外科 松本不二夫整形外科 太白区大野田字宮22-1 ☎393･9157

2/28
㈰

内科 北田内科小児科医院 青葉区八幡3-6-15 ☎223･0208

小児科
さくやま小児科クリニック 青葉区南吉成4-13-2 ☎279･9161

はなクリニック 若林区荒井字高屋敷26-3 ☎288･8777

整形外科 しばた整形外科 若林区大和町2-6-3 ☎762･5682

3/6
㈰

内科 草刈内科医院 青葉区東照宮2-1-2 ☎271･9251

小児科
今井小児科 青葉区八幡3-3-10 ☎267･6051

大はしこどもクリニック 若林区沖野3-12-33 ☎294･0084

整形外科 東仙台さとう整形外科 宮城野区燕沢2-11-1 ☎781･7022

夜間・
土曜日午
後・ 
日曜日・
祝休日

休
日
当
番
医

仙台市政だより　28.２. 1

泉地区休日診療所（内科・
小児科）
泉区泉中央2-24-1（イズ
ミティ21北側）
☎373･9197

（16:00まで受け付け）

東部休日診療所（内科・
小児科）
宮城野区幸町3-12-1
☎291･5566

（16:45まで受け付け）

※診療科・
時間帯をご
確認の上、
お越しくだ
さい

日曜日・
祝休日
9:00～
   16:00※ 

●各診療所の駐車場には
限りがあります。当番医
近隣での迷惑駐車となら
ないようお願いします

●初期救急医療機関案内☎234･5099、ＦＡＸ214･5097（平日19:00～翌7:00、土曜日14:00～翌
7:00、日曜日・祝休日9:00～翌7:00）　●休日テレホンサービス☎223･6161（日曜日・祝休日
7:00～16:00）　●宮城県休日・夜間診療案内☎・ＦＡＸ216･9960（24時間）　●宮城県こども夜
間安心コール☎＃8000（プッシュ回線以外の固定電話、PHSからは☎212･9390）（毎日
19:00～翌8:00）　●耳や言葉の不自由な方の緊急ファクス119番 ＦＡＸ119（局番なし）

電
話
案
内  

●メール配信サービスを行っています。登録方法など詳しくは、市ホームページをご覧ください

●下記の休日診療所を受
診の際は、事前に電話で
年齢、症状などをお知ら
せください

※受付時間
や休日当番
医は変更に
なることが
あります。
当日電話で
確認し、事
前に病状な
どを詳しく
お知らせの
上、お越し
ください

広南休日内科小児科診療
所（内科・小児科）
太白区長町5-9-13（高齢
者向け住宅２階）
☎248･5858

（17:00まで受け付け）
※広南病院とは別です。
ご注意ください
※上記の所在地に移転し
ました（下記地図参照）

JR
長町駅

●

地下鉄
長町駅至

太
白
区
役
所

地下鉄
南北線←

4

交通局長町
営業所●

移転先

仙台南署●仙台南年金
事務所

●
太
白
区

　文
化
セ
ン
タ
ー

北部急患診療所               ☎301･6611
青葉区堤町1-1-2（エムズ北仙台2階）

【内科・小児科・外科】
※小児科は金・土・日曜日、祝休日のみ
平　日　　　　　　                　19:15～23:00
土曜日                           14:45～23:00
日曜日・祝休日                 9:45～12:00
　　　　　　　               13:15～17:00
                                    18:00～23:00

仙台歯科医師会　在宅訪問・障害者・休日夜間歯科診療所  　  ☎261･7345
青葉区五橋2-12-2（福祉プラザ12階）

【歯科】
土曜日                 19:00～23:00
日曜日・祝休日     10:00～12:00、13:00～16:00、19:00～23:00

急患センター        ☎266･6561
若林区舟丁64-12　

【内科】
平　日               19:15～翌7:00
土曜日               14:45～翌7:00
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00
                        18:00～翌7:00

【外科】
平　日                19:15～23:00
土曜日                14:45～23:00
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00
                         18:00～23:00

【整形外科・婦人科・眼科・耳鼻
咽喉科】
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00

夜間休日こども急病診療所　☎247･7035
太白区あすと長町1-1-1（市立病院併設）

【小児科】
平　日	 19:15～翌7:00
土曜日	 14:45～翌7:00
日曜日・祝休日	 	9:45～12:00
	 13:15～17:00
	 18:00～翌7:00

2/9㈫
【整形外科】 J

ジ ェ イ コ ー

CHO仙台病院（旧仙台社会保
険病院）
青葉区堤町3-16-1 ☎275･31112/23㈫

【外科】

平　日　　　　　　 18:00～翌8:00
土・日曜日、祝休日   8:00～翌8:00

（★が祝休日の場合を含む）
※受診を希望する際は、事前に電話で症
状などを詳しくお知らせください。なお、
救急車による救急搬送患者を優先するた
め、お待ちいただく場合があります

毎   日

【内科・外科】仙台オープン病院
宮城野区鶴ケ谷5-22-1　☎252･1111

【内科・外科系】仙台徳州会病院
泉区七北田字駕籠沢15　☎372･1110

【内科・外科系】東北労災病院
青葉区台原4-3-21　☎275･1111

★月曜日【外科】東北薬科大学病院
宮城野区福室1-12-1　☎259･1221

★火曜日【外科】仙台赤十字病院
太白区八木山本町2-43-3　☎243･1111

★水曜日【外科・整形外科】伊藤病院
青葉区二日町8-8　☎222･8688

★木曜日【内科】NTT東日本東北病院
若林区大和町2-29-1　☎236･5777

★金・土曜日【外科・整形外科】中嶋病院
宮城野区大梶15-27　☎291･5191

診療
時間

曜日
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通
学
の
足
が
変
わ
る

　
―
東
西
線
で
通
学
が
安
全
で
便
利
に

再生紙を使用しています　紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください

▶

仙
台
市
政
だ
よ
り

発
行 

仙
台
市

　
市
内
に
複
数
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
す

る
東
北
大
学
。
こ
の
う
ち
、
川
内
キ
ャ

ン
パ
ス
と
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う

１
万
５
千
人
余
り
の
学
生
の
多
く
が
自

転
車
や
原
動
機
付
き
自
転
車
な
ど
で
通

学
し
て
い
ま
す
が
、
雨
や
雪
の
日
に
は

転
倒
事
故
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
地
下
鉄
に
は
安
全
性
や
定
時
性
な

ど
の
優
れ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
る
の
は
、
東
北
大
学
運
輸
交

通
専
門
委
員
会
で
委
員
を
務
め
る
奥
村

誠
教
授
。「
在
学
生
に
は
安
全
・
安
心

な
手
段
で
通
学
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
、
東
西
線
利
用
を
呼
び
掛
け
る
チ

ラ
シ
を
作
成
し
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
北
大
学
の
入
学
生
の
85
パ
ー
セ

ン
ト
は
県
外
出
身
者
。
住
ま
い
を
選
ぶ

際
に
は
地
下
鉄
沿
線
も
候
補
と
す
る
よ

う
、
合
格
通
知
に
通
学
案
内
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
も
同
封
し
、
積
極
的
に
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
」
と
取
り
組
み
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。「
東
西
線
開
業
に
よ
り
、仙
台

駅
の
東
側
も
通
学
に
便
利
な
地
域
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
沿
線
地
域
の
住
環
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境
の
整
備
が
進
み
、
居
住
地
の
選
択
肢

が
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
」。

　
12
月
か
ら
東
西
線
で
通
学
を
始
め
た
、

東
北
大
学
工
学
部
４
年
の
伊
藤
航
さ
ん
。

「
11
月
ま
で
、
自
宅
か
ら
川
内
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
は
自
転
車
、
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
は
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
」。

雨
の
日
に
は
バ
ス
車
内
が
混
雑
し
て
乗

れ
な
い
と
き
も
あ
り
、
山
道
を
徒
歩
で

通
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
東

西
線
は
時
間
通
り
に
運
行
さ
れ
、
本
数

も
多
い
の
で
移
動
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

夜
遅
く
な
っ
て
も
安
心
で
き
る
と
こ
ろ

も
い
い
で
す
ね
。
運
賃
が
お
得
な
『
学

都
仙
台
フ
リ
ー
パ
ス
』
を
購
入
し
た
の

で
、
荒
井
方
面
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
期

待
を
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲
「
地
下
鉄
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
移
動
時
間
と
行

動
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま

し
た
」
と
奥
村
教
授

◀
「
東
西
線
通
学
は
快
適

で
す
！
」
と
伊
藤
さ
ん ▲標高約155メートルに位置する東北大学青葉山キャンパ

ス。利便性の高い地下鉄で通う学生が増えています

通学案内パンフレット
には、東西線を利用し
た場合の通学時間など
も記載されています

青
葉
区
版
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